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スコレー大学が始まります

南相馬市に義援金を届けました
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狂犬病予防注射について

図書館インフォメーション

H24.2.9　笛吹高校生徒によるパンジーの苗植え作業（石和温泉駅）



流動負債 56億円

流動負債
翌年度に返済期限がくる借金等

・翌年度償還予定市債等（一般会計、公
営事業会計、一部事務組合分）52億円
・賞与引当金、未払金等　　　　��4億円

　
市
の
平
成
22
年
度
末
現
在
に
お
け
る
、

連
結
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
「
市
が
こ
れ
ま
で

に
築
い
て
き
た
財
産
と
、
そ
れ
に
必
要

と
し
た
税
金
や
借
金
な
ど
の
資
金
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
」
を
読
み
取
れ
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
「
公
共
施
設
や
道
路
の
整

備
に
い
く
ら
お
金
を
使
い
、
そ
の
資
金

を
ど
う
や
っ
て
調
達
し
て
き
た
の
か
」

な
ど
、
そ
の
概
要
が
分
か
り
ま
す
。

　
市
の
財
政
は
一
般
会
計
だ
け
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

般
会
計
の
他
に
国
民
健
康
保
険
や
下
水

道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
及
び
公
営
事

業
会
計
、
さ
ら
に
市
が
加
入
し
て
い
る

一
部
事
務
組
合
並
び
に
市
が
出
資
し
て

い
る
関
係
法
人
な
ど
を
全
て
包
括
し
、

ひ
と
つ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体
と

し
て
作
成
し
た
も
の
が
、
市
全
体
の
連

結
貸
借
対
照
表
で
す
。

固定負債
翌々年度以降返済期限がくる借金等

・市債（一般会計分）　　　333億円
・市債（公営事業会計分）　295億円
・関係一部事務組合地方債�　�14億円
・退職手当等引当金�　　　　�57億円

純資産
1,342億円

固定負債
699億円

　
平
成
22
年
度
末
の
市
の
資
産
は
２
０

９
７
億
円
で
、
そ
の
う
ち
、
既
に
１
３

４
２
億
円
（
64
％
）
は
支
払
い
済
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

負
債
な
ど
が
7
5
5
億
円
（
36
％
）
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
市
債
の
う
ち
３
７
３

億
円
が
国
の
負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
今

後
地
方
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
ま
す
。

　
右
の
グ
ラ
フ
の
資
産
の
部
・
負
債
の

部
・
純
資
産
の
部
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
22

年
度
末
現
在
の
人
口
（
7
万
２
１
９
２

人
）
で
割
っ
て
算
出
し
た
の
が
、
次
の

図
で
す
。

　
こ
の
図
は
、
現
在
に
お
い
て
市
民
一

人
あ
た
り
2
9
0
万
円
の
財
産
を
保
有

し
て
お
り
、
そ
の
財
産
を
取
得
す
る
の

に
、
約
3
分
の
2
が
代
金
支
払
済
み
で

あ
り
、
残
り
の
約
3
分
の
1
が
借
金
等

で
現
在
返
済
し
て
い
る
状
況
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
子
や
孫
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

た
め
に
も
、
常
に
健
全
な
行
財
政
経
営

を
心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
な
お
、
連
結
財
務
書
類
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
財
政
課
　
財
政
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

公共資産
・有形固定資産（土地、公共施設・設備、道路、水路）1,830億円
・無形固定資産（ダム使用権）　　　　　　　　��　19億円
・売却可能資産　　　　　　　　　　　　　　　　����―

投資等
・投資及び出資金（出資金、出えん金）　　　　　20億円
・基金等（地域振興基金、公共施設整備等基金など）125億円
・長期延滞債権（市税・保険料等滞納繰越分未収金）��17億円

流動資産
・資金（現金、預金、財政調整基金・減債基金）　��80億円
・未収金（市税・保険料等現年度分未収金）　　　��6億円

公共資産
1,849億円

流動資産 86億円

投資等 162億円

※総務省方式改訂モデルを準用

2,097億円 2,097億円

市民一人当たりの

貸借対照表図

負債残高
104万円(36%)

支払済額（純資産）
186万円(64%)

資　産

290万円

土地、建物、
車、定期預金、
貯金、現金



ス市
コ
レ
ー
大
学
は
、
「
一
年
を
通
じ

て
深
く
学
び
た
い
」
そ
ん
な
思

い
に
こ
た
え
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
単
位
制
の
市
民
講
座
で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
「
古
典
文
学
に
ふ

れ
る
ひ
と
時
〜
万
葉
集
」
講
座
と
、
「
初

め
て
の
五
・
七
・
五
　
基
礎
か
ら
学
ぶ

俳
句
」
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
古
典
文
学
の
酒
折
連
歌
の
会
・
林
静

雄
先
生
の
講
義
は
、
歴
史
や
日
本
人
観

な
ど
に
も
触
れ
、
幅
広
い
知
識
を
学
べ

る
と
、
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
俳
句
の
「
白
露
」
創
刊
同
人
　

廣
瀬
町
子
先
生
は
、
女
性
ら
し
い
柔
ら

か
い
口
調
と
的
確
な
選
評
で
、
受
講
生

か
ら
と
て
も
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

民
講
座
は
、
短
期
間
で
、
幅
広

く
学
ぶ
講
座
で
す
。
た
く
さ
ん

の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
る
の
が
笛

吹
市
の
市
民
講
座
の
特
徴
で
す
。

　
「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

た
い
」
「
ろ
く
ろ
を
回
し
て
土
い
じ
り

に
没
頭
し
た
い
」
「
自
分
で
障
子
紙
を

張
り
替
え
た
い
」
「
地
域
の
隠
れ
た
宝

を
ガ
イ
ド
し
た
い
」
そ
ん
な
講
座
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

生
涯
続
け
ら
れ
る
学
習
を
見
つ
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　平成24年度は３講座を用意しました。学ぶ意欲があり、１年間続けられる方であれば、

どなたでも受講できます。合計10単位の修得に向けて、チャレンジしてみませんか。

市民講座「クロス・ワーク」で、シュルシュル羽衣を使って
笛吹市オリジナル・エクササイズを楽しむ受講生

はごろも

スコレー大学「初めての五・七・五　基礎から俳句」で、
和やかな中にも、静かに、集中して作句に興じる受講生

　講　　座　裏面（次ページ）をご覧ください。

　募集期間　３月１日（木）～15日（木）

　申　　込　次のいずれかの方法でお願いします。（申込書は裏面）

○F　A　X　�05 5（2 6 1）3 3 4 0

○Ｅメール　市ホームページから申込書をダウンロードし、必要事項を記入し、

　　　　　���shogaigakusyu@city.fuefuki. lg. jpに送信してください。

　○郵送　〒406-0031　笛吹市石和町市部809-1

　　　　　笛吹市役所南館３階、生涯学習課

　○持参　生涯学習課の他、御坂・一宮・春日居・芦川の各支所、八代総合会館・

　　　　　境川総合会館の窓口へお願いします。

　その他　応募者多数の場合は抽選となります。

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習担当　☎�05 5（2 6 1）3 3 3 9



　
昨
年
10
月
に
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
の
基

本
設
計
が
完
成
し
、
こ
の
基
本
設
計
に

基
づ
き
ま
し
て
、
よ
り
詳
細
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
実
施
設
計
の
契
約
を

本
年
2
月
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
市
の
『
人
づ
く
り
』
『
健

康
づ
く
り
』
『
交
流
づ
く
り
』
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
機
能
を
活
か
せ
る
よ
う

な
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
文
化
活
動
で
の
多
機
能
ア

リ
ー
ナ
の
機
能
を
説
明
し
ま
す
。

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
大
小
2
つ

の
独
立
し
た
空
間
と
し
て
使
用
で
き
る

ア
リ
ー
ナ
が
あ
り
ま
す
。

　
小
ア
リ
ー
ナ
は
、
固
定
席
約
３
０
０

席
で
、
可
動
席
を
含
め
ま
す
と
約
１
２

０
０
席
の
催
し
が
開
催
で
き
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の

約
４
０
０
席
が
市
内
で
一
番
大
き
な
会

場
で
し
た
の
で
、
入
場
制
限
等
が
あ
り

ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
ア
リ
ー
ナ
は
、
大
き
な
空

間
を
活
か
し
、
仮
設
ス
テ
ー
ジ
や
手
動

で
並
べ
る
イ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
規
模
な
催
し
も
開
催
で
き
る
施

設
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
既

存
施
設
と
催
し
の
規
模
に
よ
っ
て
使
い

分
け
を
し
、
よ
り
効
率
的
な
運
用
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
「
市
民
の
音

楽
祭
・
演
奏
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
式

典
・
集
会
・
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
の
催
し
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
規
模
に
よ
り
制
限
の
あ

っ
た
「
文
化
祭
で
の
作
品
展
示
・
発
表

会
」
や
「
小
中
学
校
合
同
音
楽
会
」
な

ど
の
開
催
も
可
能
な
施
設
で
す
。

　　

　　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
大
小
ア
リ
ー

ナ
以
外
で
も
文
化
的
な
活
用
が
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
施
設
で
す
。

　
小
ア
リ
ー
ナ
の
隣
に
は
、
多
目
的
室

を
配
置
し
会
議
室
、
展
示
室
、
楽
屋
と

し
て
の
活
用
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
広
間
と
し
て

文
化
活
動
時
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
役
割

を
備
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
の
誰
も
が
利
用
で
き

る
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
情
報
発
信
コ
ー
ナ

ー
等
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
実
施
設
計
の
状
況
な
ど
を

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

■問合せ先　経営企画課　多機能アリーナ建設班
　☎�055（262）4111

平成24年度　「スコレー大学」�申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
教室番号

希望する
教室番号 教　室　名教　室　名

〒

※はっきり記入してください。

きりとりきりとり



「南相馬市　早期復興祈念」の証として
贈呈した卓上旗スタンド

目録パネルを前に記念撮影する荻野市長、小林議長、桜井市
長（左から3人目）と関係者一同＝1月27日、南相馬市役所

　
市
の
国
際
友
好
都
市
で
あ
り
ま
す
、

ド
イ
ツ
、
バ
ー
ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ

ム
市
（
以
下
バ
ー
ト
市
）
と
フ
ラ
ン
ス
、

ニ
ュ
イ
・
サ
ン
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
市
（
以
下

ニ
ュ
イ
市
）
よ
り
贈
呈
い
た
だ
い
た
「
東

日
本
大
震
災
義
援
金
」
を
、
被
災
地
で

あ
る
福
島
県
南
相
馬
市
へ
お
届
け
し
ま

し
た
。

　
1
月
27
日
、
本
市
の
国
際
交
流
委
員

会
を
代
表
し
、
荻
野
市
長
、
小
林
市
議

会
議
長
が
福
島
県
南
相
馬
市
を
訪
問
し
、

同
市
の
桜
井
勝
延
市
長
に
、
バ
ー
ト
市

と
ニ
ュ
イ
市
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
、

合
計
で
約
66
万
円
を
代
理
寄
託
し
ま
し

た
。
　
荻
野
市
長
は
義
援
金
受
託
式
の
中
で
、

「
バ
ー
ト
市
、
ニ
ュ
イ
市
、
両
市
民
の

皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
を

南
相
馬
市
へ
し
っ
か
り
お
届
け
す
る
こ

と
で
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
一
助
と
な

る
よ
う
心
か
ら
祈
念
す
る
。
」
と
挨
拶

し
、
早
期
復
興
祈
念
の
証
と
し
て
、
卓

上
旗
ス
タ
ン
ド
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
南
相
馬
市
の
桜
井
市

長
は
、
「
復
旧
・
復
興
は
ま
だ
ま
だ
遠

い
道
の
り
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
の
ご

厚
情
に
際
し
、
私
た
ち
は
日
本
中
、
世

界
中
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
と
の
気
持

ち
を
あ
ら
た
め
て
強
く
し
た
。
皆
様
に

一
日
も
早
く
元
気
で
活
力
あ
る
南
相
馬

市
の
姿
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
力
の

限
り
努
め
る
。
」
と
御
礼
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
未
曾
有
の
大
震
災
と
原
子
力
災
害
を

克
服
し
、
南
相
馬
市
が
早
期
復
興
さ
れ

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
東
日
本
大
震
災
発

生
直
後
よ
り
、
市
役
所
本
庁
、
各
支
所

な
ど
に
「
避
難
者
支
援
金
ボ
ッ
ク
ス
」

を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら

多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
金
は
、
市
内
に
避
難
し
て

い
る
方
へ
の
支
援
に
か
か
る
経
費
（
物

資
購
入
、
生
活
援
助
等
）
に
充
て
る
も

の
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

11
月
末
を
以
っ
て
募
金
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
累
計
で
3
6
8
万
7
3
4
円
も

の
浄
財
が
集
ま
り
、
避
難
者
の
自
立
の

大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
4
月
20
日
に
は
、
第
1
次
支
援

金
分
配
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
支
援
金

と
し
て
い
た
だ
い
た
募
金
の
一
部
を
拠

出
し
、
市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

に
分
配
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
12
月
15
・
16
日
の
両
日

に
わ
た
り
第
2
次
支
援
金
分
配
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
い
た
だ
い
た

商
品
券
な
ど
を
合
わ
せ
て
避
難
者
に
配

布
し
ま
し
た
。

▼
第
2
次
支
援
金
分
配

○
配
布
者
　
1
2
0
名

○
金
　
額
　
2
6
4
万
円

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

石和保健福祉センターに設置された
義援金ボックスと支援金ボックス

み
�
ぞ
�
う

　
市
で
は
、
現
在
、
必
要
な
情
報
を
す

ば
や
く
伝
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
市

の
新
た
な
情
報
提
供
手
段
と
し
て
、
有

効
か
つ
効
果
的
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
」
に
つ
い
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
設
立
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
調
査
・
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
現
状
　
現
在
、
市
か
ら
の
必
要
な
情
報
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
関
係
機

関
か
ら
の
紙
媒
体
を
中
心
と
し
た
情

報
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
時
に
は
、
防
災
行
政

無
線
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
課
題
　
紙
媒
体
で
の
情
報
発
信
の
場
合
、

準
備
・
発
行
・
配
布
等
に
時
間
が
か

か
る
ば
か
り
で
な
く
訂
正
、
変
更
も

容
易
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
際
、
電

線
が
遮
断
さ
れ
、
電
気
が
使
え
な
く

な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政

無
線
が
使
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

○
必
要
性

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
有
効
な
手

段
で
す
。

　
　
災
害
と
は
、
地
震
ば
か
り
で
は
な

く
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
、

土
砂
崩
れ
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
な
い
、
あ
る
い
は
、

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
対
策
の
一
つ

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
使
っ
た
情
報

発
信
だ
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
に
起
こ
り
緊
急
的
な
対

応
を
必
要
と
す
る
事
（
行
方
不
明
者
の

捜
索
、
熊
や
い
の
し
し
の
出
没
情
報
、

犯
罪
他
）
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
も
有
効
で
す
。

　
情
報
源
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
と
す
る
こ
と

で
必
要
な
情
報
を
必
要
な
時
に
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
状
況
の

変
化
を
含
め
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

は
非
常
に
効
果
的
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
と
は

　
市
内
を
エ
リ
ア
と
し
、
地
域
に
密

着
し
た
生
活
情
報
や
行
政
情
報
な
ど

を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
あ
れ
ば
誰
で
も
聞

く
こ
と
が
で
き
る
ラ
ジ
オ
放
送
で
す
。

■
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
地
震
に
強
い
家
を
目
指
し
て
、

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
等
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
耐
震
診
断

▼
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
住

宅
で
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
（
同
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
を
行
っ
た
場
合
も
可
）

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象

外
）

○
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の
住
宅

所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住
し
て

い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数
　
30
戸

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
間

　
3
月
12
日
（
月
）
〜
4
月
20
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
て
い
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
等

▼
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工

法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
「
山
梨

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
て
行
う
耐
震
診
断
（
上
記

の
耐
震
診
断
も
該
当
）
な
ど
で
、
総

合
評
点
が
1
･
0
未
満
と
判
定
さ
れ

た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）
な
ど

②
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
工
事
等
　
耐
震
改
修
は
、
住
宅

の
総
合
評
点
が
1
･
0
以
上
と
な
る

よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
に
結
び
つ
か
な
い
工
事
は
除
く
）

　
　
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
も
の
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
補
助
内
容
　
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、

そ
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の

2
以
内
か
つ
80
万
円
が
上
限
で
す
。

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
そ
の
工
事
に

要
す
る
費
用
の
3
分
の
2
以
内
か
つ

24
万
円
が
上
限
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
着

手
前
に
、
必
ず
申
請
・
協
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4



　　
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
高
額

な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額

適
用
認
定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提

示
す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
の
支
払
が
一
定
の
金
額
に
と
ど

め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
た
と
き
、
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合

で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
い

た
だ
き
、
後
で
医
療
保
険
者
か
ら
高
額

療
養
費
と
し
て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
に
限
度
額
適
用
認
定

証
等
（
※
）
を
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額

を
超
え
る
分
を
支
払
う
必
要
は
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪

問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、
加
入
す

る
医
療
保
険
者
に
事
前
に
申
請
し
、
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請

方
法
、
自
己
負
担
限
度
額
等
、
詳
し
く

は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
70
歳
未
満
の
方
、
70
歳
以
上
の
非
課

税
世
帯
等
の
方
‥
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
、
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
非
課
税
世
帯

等
で
は
な
い
方
‥
「
高
齢
受
給
者
証
」

■
問
合
せ
先
�
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当
・
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

東
田
�
耕
輔
医
師

（
山
梨
大
学
小
児
科
山
梨
大
学
付
属
病

院
新
生
児
集
中
治
療
部
）

　
学
校
腎
臓
病
検
診
（
学
校
検
尿
）
で
、

尿
糖
は
、
糖
尿
病
の
発
見
の
た
め
、
血

尿
（
尿
潜
血
）
と
尿
蛋
白
は
、
主
に
腎

炎
の
早
期
発
見
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
血
尿
は
、
腎
炎
が
存
在
す
る
可

能
性
を
示
し
、
蛋
白
尿
量
は
腎
炎
が
存

在
す
る
場
合
そ
の
重
症
度
と
比
例
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
血
尿
や
蛋
白
尿
が
あ

っ
て
も
、
腎
炎
な
ど
の
病
気
で
は
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
腎
炎
の
方
に
限
る
と
、
血
尿
が
、
検

診
結
果
に
お
い
て
1
＋
や
±
程
度
で
蛋

白
尿
が
な
い
人
は
、
重
い
腎
炎
で
あ
る

可
能
性
は
低
い
の
で
す
が
、
血
尿
が
高

度
で
蛋
白
尿
が
高
度
の
人
は
、
早
く
検

査
・
治
療
を
し
た
方
が
良
い
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
そ
の
中
間
は
、
多
く
の

場
合
経
過
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
ど
う
し
て
、
早
期
発
見
が
必
要
か
と

申
し
ま
す
と
、
早
期
発
見
早
期
治
療
で

あ
れ
ば
、
良
く
な
る
可
能
性
が
高
い
の

で
す
が
、
あ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
て
し
ま

う
と
、
治
療
し
て
も
透
析
に
至
っ
て
し

ま
う
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
こ
ど
も
の
腎
炎
の
中
で
最
も
多
い
の

は
I
g
A
腎
症
と
い
う
腎
炎
で
す
が
、

放
置
す
る
と
30
年
後
に
は
30
か
ら
40
％

が
慢
性
透
析
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
丁
度
、
40
か
ら
50
歳
の
働
き

盛
り
の
時
に
、
慢
性
透
析
に
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
。
仕
事
や
運
動
も
食
事

も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
報
告
で
は
、
早
期
治

療
を
行
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
例
で
蛋
白

尿
や
血
尿
が
な
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
腎
炎
・
腎
症
の
中
に
は
、
急
激
に
進

行
し
た
り
、
急
に
全
身
の
む
く
み
が
生

じ
て
く
る
場
合
が
あ
り
、
緊
急
に
治
療

介
入
す
る
シ
ス
テ
ム
も
必
要
で
す
。

　
山
梨
慢
性
腎
臓
病
協
議
（
Ｙ
Ｃ
Ｋ
Ｄ

Ｉ
）
で
は
、
甲
府
市
医
師
会
や
教
育
委

員
会
及
び
山
梨
県
小
児
科
医
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
ま
ず
、
甲
府
市
の
学
校

腎
臓
病
検
診
に
2
0
1
2
年
度
か
ら
新

た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
他
の
市
町
村
に
も
広

げ
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会
　

h
ttp
:/
/
w
w
w
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c
k
d
i.o
r
g
/

）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有

効
期
限
は
、
3
月
31
日
（
土
）
ま
で
で
す
。

　
平
成
24
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
3

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
4
月
か
ら
は

今
お
持
ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
4
月
に
な
っ
て
も
新
し
い

保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が

一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
証

等
で
納
付
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
保
で
は
、
70
歳
に
な
っ
た
翌
月
（
1

日
生
ま
れ
の
方
は
当
月
）
か
ら
75
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
高
齢
受
給
者
証
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
負

担
割
合
が
『
3
割
』
ま
た
は
『
2
割
（
平

成
24
年
3
月
31
日
ま
で
は
1
割
）
』
と

な
っ
て
い
て
、
2
割
負
担
の
方
に
つ
い

て
は
、
期
限
付
き
で
1
割
負
担
と
す
る

緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
措
置
期
限
が
制
度
改
正
に
よ
り

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
1
割
負
担
の
方
に
、
3
月
中
に

期
限
変
更
後
の
高
齢
受
給
者
証
を
各
世

帯
主
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
対
象
者
名
を
ご
確
認
の
上
、
4
月

か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
行
く
た
め
、

市
内
の
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
場
合
、

引
続
き
市
の
国
保
を
使
用
す
る
為
に
、

マ
ル
学
該
当
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
（
住
所
変
更
を
す
る
場
合
の
み
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

　
今
春
、
大
学
や
専
門
学
校
を
卒

業
す
る
場
合
は
、
次
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
社
等
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

　
国
保
の
資
格
喪
失
手
続
き
を
国
民

健
康
保
険
課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、
保
険
税

が
二
重
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
社
会
保
険
証

・
印
鑑

▼
笛
吹
市
以
外
の
自
治
体
に
居
住
し
、
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　
国
保
は
、
現
住
所
が
あ
る
自
治
体

で
加
入
し
ま
す
。

○
持
ち
物

①
笛
吹
市

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

②
居
住
地

・
市
で
発
行
す
る
資
格
喪
失
証
書

・
印
鑑

▼
笛
吹
市
に
居
住
し
、
社
会
保
険
に
加
入

し
な
い
場
合

　
マ
ル
学
非
該
当
届
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑



■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

笛吹市男女共同参画推進委員会

　2011年の１年を振り返り、市が市政全般や市内の主だった出来事をまとめたものに“笛吹市の10（重）

大ニュース”があります。そこには、「笛吹市男女共同参画推進条例の制定」も取り上げられています。

　この条例は、私たち男女共同参画推進委員会が、平成20年７月に市に提出した条例案が基になって

いて、市として初の市民提案型の条例として制定されました。

　それを受けて、今回は、笛吹市男女共同参画推進条例を制定した理由（前文）と男女共同参画を推

進するための基本理念（第３条）をご紹介します。

　市では、女性の自立と地位向上を図り、男女共同参画を推進する

ため、様々な施策を長期的、総合的に進めています。

　しかし、社会全体では、まだ性別による固定的な役割分担意識や、

それに基づく制度・慣習などが依然として残っています。

　そのため、市民が豊かで安心安全な生活を営み、市民だれもが相

互に認め合い、住みやすく、子どもたちに輝く未来を託すことがで

きる市を築くことを目指すため、条例が制定されました。

順次、条例に
ついてご紹介
していきます。

　男女が性別による差別的な取扱いを受けるこ
とがないよう、男女の個人としての人権を尊重
しましょう

　性別による固定的な役割分担意識やそれに基
づく社会慣行を解消し、男女が自分の意思で自
由に活動を選択できるようにしましょう

　男女が市の政策や企業・団体などの方針の立案・
決定の場に共同して参画できるようにしましょ
う

　男女が互いの協力と社会支援のもとに、子ど
もの養育や家族の介護などの家庭生活や社会生
活における活動に、対等に参画しましょう

　男女が互いの性に関する理解を深め、性に関する
個人の意識や、妊娠、出産など女性の生涯にわたる
性と生殖に関する健康と権利を尊重しましょう

　性的嫌がらせ（セクシュアル・ハラスメント）、
配偶者等への暴力（ドメスティック・バイオレンス）
などの男女間における暴力的行為を根絶しましょう

　他の国々や国際機関と協調しながら、男女共
同参画を推進しましょう

水神と書かれた石を投げ水防を祈願する

　
桃
の
花
が
咲
き
始
め
る
3
月
半
ば
か

ら
、
あ
た
り
一
面
が
ピ
ン
ク
の
花
の
じ

ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
桃
源
郷
に
変

わ
る
4
月
半
ば
、
一
宮
町
の
浅
間
神
社

で
は
、
笛
と
太
鼓
の
音
も
軽
や
か
に
二

つ
の
春
祭
り
が
続
き
ま
す
。
そ
の
一
つ

は
3
月
15
日
（
現
在
は
15
日
の
前
の
日

曜
に
開
催
）
の
山
宮
祭
り
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
4
月
15
日
の
お
御
幸
さ
ん
で

す
。
今
回
は
山
宮
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

山
宮
神
社
と
は

　
浅
間
神
社
か
ら
東
南
約
2
キ
ロ
の
山

腹
に
山
宮
神
社
と
い
う
浅
間
神
社
の
摂
社

（
※
1
）
が
あ
り
ま
す
。
本
殿
は
永
禄

元
年
（
1
5
5
8
年
）
に
、
武
田
信
玄

が
大
檀
那
（
※
2
）
に
な
っ
て
再
建
し

た
も
の
で
、
檜
皮
葺
（
ヒ
ノ
キ
の
樹
皮

を
用
い
た
屋
根
）
の
建
物
で
す
。
武
士

の
心
意
気
を
示
す
よ
う
に
兜
の
紋
様
を

刻
ん
だ
蟇
股
（
※
3
）
で
飾
ら
れ
て
い

て
、
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る

数
少
な
い
中
世
建
築
で
す
。
祭

神
は
大
山
祗
命
と
瓊
々
杵
尊
の

二
神
で
あ
り
、
浅
間
神
社
の
祭

神
で
あ
る
木
花
開
耶
姫
の
父
親

と
夫
に
あ
た
り
ま
す
。

山
宮
祭
り
と
は

　
山
宮
祭
り
は
木
花
開
耶
姫
が

神
輿
に
乗
っ
て
里
帰
り
す
る
祭

り
で
あ
り
、
こ
の
祭
り
を
、
ほ

こ
る
か
の
よ
う
に
、
地
元
の
石

区
鈴
郷
の
若
者
は
神
輿
を
高
く

掲
げ
て
通
り
ま
す
。
浅
間
神
社

か
ら
出
発
す
る
神
輿
は
、
勝
沼

バ
イ
パ
ス
を
横
断
し
石
区
鈴
郷

を
通
り
、
途
中
の
御
諚
河
原
で

水
防
を
祈
願
し
ま
す
。
そ
の
後

神
輿
は
山
道
を
登
っ
て
山
宮
神

社
に
到
着
、
夕
方
に
は
浅
間
神
社
に
戻

り
ま
す
。

　
昔
は
厳
格
な
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
、

祭
り
が
近
づ
く
と
、
家
造
り
・
植
樹
・

縄
な
い
な
ど
は
一
切
禁
じ
ら
れ
、
こ
の

間
、
神
主
は
山
宮
に
こ
も
っ
て
身
を
清

め
、
氏
子
た
ち
も
一
週
間
身
を
清
め
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
前
日
に
は
神
主
が
芽
で
も
っ

て
作
っ
た
長
さ
六
寸
ば
か
り
の
小
麻
（
※

4
）
を
浅
間
神
社
か
ら
山
宮
神
社
ま
で

の
路
上
に
散
布
し
ま
し
た
。
地
元
の
人
々

は
こ
れ
を
「
吉
旦
舞
の
御
神
事
」
と
言

っ
て
、
お
そ
れ
う
や
ま
い
、
門
戸
を
閉

じ
て
家
か
ら
出
ず
、
誤
っ
て
こ
れ
に
出

会
う
と
地
面
に
平
伏
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
日
で
は
子
ど
も
の
無
病
息
災
や
、

水
防
を
祈
願
す
る
祭
り
で
あ
り
、
神
輿

の
下
を
子
ど
も
を
抱
い
て
く
ぐ
れ
ば
、

神
の
守
護
で
す
く
す
く
成
長
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
険
し
い
坂
道
を
神
輿
を
担
い
で
駆
け

上
が
る
迫
力
満
点
の
山
宮
祭
り
を
皆
さ

ん
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
1
摂
社
　
本
社
と
は
別
に
、
そ
の
神

社
の
管
理
に
属
し
、
そ
の
境
内
ま
た

は
神
社
の
附
近
の
境
外
に
あ
る
小
規

模
な
神
社
の
こ
と
。
本
社
の
祭
神
と

縁
故
の
深
い
神
を
祀
っ
て
い
る
。

※
2
大
檀
那
　
布
施
物
を
多
く
喜
捨
す

る
檀
家
。
檀
家
の
内
で
最
も
有
力
な
家
。

※
3
蟇
股
　
水
平
部
材
を
支
え
る
た
め

に
、
補
強
を
兼
ね
て
飾
る
も
の
で
、

カ
エ
ル
が
股
を
広
げ
た
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ

て
い
る
。

※
4
小
麻
　
神
社
の
神
職
が
お
祓
い
の

た
め
に
振
る
棒
の
小
型
版
。

山道を登っていく神輿

き
っ
た
ん
ま
い

こ
ぬ
さ

は
ら

ご
じ
ょ
う

す
ず
ご
う

み
こ
し

に
に
ぎ
の
み
こ
と

お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

か
え
る
ま
た

か
ぶ
と

ひ
わ
だ
ぶ
き

お
お
だ
ん
な

み
ゆ
き

え
い
ろ
く

せ
っ
し
ゃ



前回大会より

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
棋
や

碁
を
通
し
て
交

流
を
深
め
る
た

め
に
、
次
の
と

お
り
ス
コ
レ
ー

杯
将
棋
団
体
戦

と
小
・
中
学
生

囲
碁
、
将
棋
大

会
を
開
催
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ス
コ
レ
ー
杯
将
棋
団
体
戦

▼
対
象
　
1
チ
ー
ム
5
名

※
チ
ー
ム
に
は
、
小
学
生
か
女
性
が
一

人
入
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
交
代

要
員
は
何
人
で
も
可
。

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
土
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分

開
催
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
参
加
費
　
チ
ー
ム
　
5
0
0
0
円
（
昼

食
5
名
分
、
賞
品
代
含
む
）

▼
対
戦
方
法

○
ス
イ
ス
式
も
し
く
は
、
予
選
＋
順
位

決
定
戦
を
行
う
予
定
で
す
。

○
対
戦
回
数
は
参
加
チ
ー
ム
に
よ
り
ま

す
が
、
全
チ
ー
ム
4
〜
6
回
戦
行
う

予
定
で
す
。

▼
申
込
締
切
　
3
月
16
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
状
況
に
応
じ
内
容
は
変
更
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

※
成
績
上
位
チ
ー
ム
な
ど
を
表
彰
し
ま

す
。

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
囲
碁
・
将
棋
大
会

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
3
月
27
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
お
弁
当
と
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
　
各
40
人

▼
ル
ー
ル
　
碁
…
19
路
盤
を
使
用
し
互

先
で
黒
の
６
目
半
コ
ミ
出
し

　
県
内
の
交
響
楽
団
や
吹
奏
楽
団
で
そ

れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
金
管
五
重
奏
団
で
、
「
金
川
の
森
」

を
練
習
の
本
拠
地
と
し
て
い
る
「
金
川

の
森
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」
に
よ
る

演
奏
会
で
す
。

　
幅
広
い
世
代
に
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
音
色
を
楽

し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、小
・

中
学
校
で
の

音
楽
教
室
や

病
院
へ
の
訪

問
演
奏
、
県

や
市
町
村
の

イ
ベ
ン
ト
で

の
演
奏
の
他
、

2
0
0
7
年
に
は
、
徳
島
県
で
開
催
さ

れ
た
国
民
文
化
祭
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
本
県
を
代
表
し

て
出
演
す
る
な
ど
、
幅
広
い
演
奏
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
20
日
（
火
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
「
千
と
千
尋
の
物
語
」
よ
り

い
つ
も
何
度
で
も

　
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
メ
ド
レ
ー

▼
入
場
料
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
一
宮
町
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

「
平
和
へ
の
祈
り
〜
言
葉
に
で
き
な
い

想
い
、
い
ま
あ
な
た
に
届
け
」
を
テ
ー

マ
に
、
「
第
29
回
成
果
発
表
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
一
生
懸
命
練
習
を
重
ね

た
演
技
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
18
日
（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時

　
開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
　
体
育
館

▼
入
場
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

ピカピカのラッパを吹く「金川の森
ブラスクインテット」がやってくる

　
平
成
23
年
度
の
甲
斐
国
分
寺
跡
の
発

掘
調
査
で
は
講
堂
跡
で
階
段
等
を
、
中

門
跡
で
は
基
壇
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
現
地
説
明
会
で
は
発
見
し
た
遺
構
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
3
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

※
雨
天
中
止

▼
集
合
場
所
　
国
分
寺
駐
車
場

　
（
一
宮
町
国
分
地
内
）

■
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

桜
を
み
る
会

　
桜
を
観
察
し
た
り
植
え
た
り
し
て
、

春
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
8
日
（
日
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
植
物
教
室

を
行
い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
大
久
保
　
栄
治
氏
（
山
梨
学

院
短
期
大
学
教
授
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
よ
ご
れ
て
も
良
い

服
装
及
び
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
3
月
8
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら
電
話
に
て
受
付
け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

絵
手
紙
教
室

　
花
や
風
景
な
ど
身
近
な
も
の
を
題
材

に
し
て
、
絵
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
21
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
風
間
　
繁
樹
氏
（
山
梨
美
術

協
会
会
員
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
3
月
21
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
電
話
に
て
受
付
け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

ク
レ
イ
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

　
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
樹
脂
粘
土
（
ク
レ

イ
）
な
ど
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
28
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
吉
原
　
ゆ
か
り
氏

（
ク
レ
イ
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
　
キ
ャ

ラ
メ
ル
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
3
月
28
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
電
話
に
て
受
付
け
ま
す

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
神
社
境
内
の
自
然
を
観
察
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
関
連
し
た
図
鑑
や
絵
本
を
見
て

い
き
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。
暖

か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
3
月
18
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
境
内
及
び
周
辺

（
春
日
居
町
鎮
目
）

▼
講
師
　
植
原
�

彰
氏
（
乙
女
高
原
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会

※
子
ど
も
ゆ
め
基
金
（
独
立
行
政
法
人
国

立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
）
助
成
事
業

　
こ
れ
ま
で
の
「
お
お
ぞ
ら
の
下
の
お

は
な
し
会
」
の
様
子
を
振
り
返
り
、
写

真
で
自
然
の
変
化
状
況
を
確
認
し
た
り
、

お
は
な
し
会
で
利
用
し
た
本
を
見
た
り

す
る
催
し
で
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
20
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も
担
当
　
馬
場

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

　
小
学
校
新
入
学
児
童
に
、
34
年
間
、

黄
色
い
帽
子
を
贈
っ
て
い
る
峡
東
明
社

で
は
、
総
会
の
後
、
山
梨
日
立
建
機
社
長

の
雨
宮
清
氏
を
招
き
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な

ど
の
紛
争
地
帯
で
の
地
雷
除
去
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
7
日
（
土
）

　
総
　
会
　
午
後
1
時
か
ら

　
講
演
会
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
山
梨
市
市
民
会
館�

�大
ホ
ー
ル

▼
定
員
　
4
7
5
名

▼
参
加
費
　
無
料

▼
後
援
　
笛
吹
市
　
他

■
問
合
せ
先
　
峡
東
明
社
事
務
局�

�藤
巻

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
9
3



旧町村誌のデータ化

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

募集業務

街路施設運営管理業務

在宅介護支援業務

議会事務業務

道水路等のパトロール及び修繕業務

図面・書類等分類整理業務

小学校市費負担教職員配置業務

食育推進業務

芦川地域活性化推進業務

農家台帳システムデータ整備業務

町村誌データベ－ス化等業務

観光ホームページ充実業務

観光スポット案内看板整備・点検・
宣伝増進業務

人数

1

1

1

2

1

3

1

1

1

1

2

1

賃金（日額）

6,400

8,000

6,400

6,400

6,400

4,956

7,700

6,400

6,400

6,400

6,400

6,400

業務内容

高齢者の在宅支援・相談等
※介護支援専門員の資格必要

会議録の整理と議会改革に関す
る資料収集、整理等

石和温泉駅前広場協議会の事務と広場
植栽管理ボランティア運営事務等

道路や水路等のパトロールと修
繕、清掃作業

会議資料等のデータベース化等
の分類整理

農家台帳のデータ等の修正と農
地利用状況調査結果の入力

トレッキングコースの案内看板
整備、点検修理

観光情報の取材とホームページ
のデータ更新

1日6時間勤務で、支援が必要な
児童の学習や学校生活の支援

学校給食の献立作成、食育の推進
※栄養士の資格必要

茅葺古民家等の活用に係わる事務、昔
の写真・資料等の収集や分類・整理等

　
失
業
者
の
た
め
の
緊
急
雇
用
対
策
と

し
て
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
任
用
期
間

４
月
か
ら
９
月
ま
で
（
１
回
に
限
り

継
続
任
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
勤
務
時
間

　
原
則
と
し
て
、
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

▼
募
集
条
件

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
求
職
者

及
び
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
離

職
さ
れ
た
方
。

○
平
成
23
年
３
月
以
降
に
卒
業
さ
れ
た

方
。

○
被
災
求
職
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
諸
手
当
、
健
康
保
険
、
休
暇
等
に
つ

い
て
は
、
笛
吹
市
臨
時
職
員
取
扱
要

綱
に
よ
り
ま
す
。

○
市
の
臨
時
職
員
募
集
に
登
録
済
み
の

方
で
も
、
新
た
に
申
込
み
が
必
要
で

す
。

○
過
去
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
１
年

間
雇
用
さ
れ
た
方
は
、
申
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
雇
用
で

き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法

　
３
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
、
総
務
課

人
事
給
与
担
当
に
次
の
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
…
土
・
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

①
登
録
カ
ー
ド
「
震
災
等
緊
急
雇
用
申

込
書
」
（
様
式
は
総
務
課
窓
口
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

②
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

書
類
（
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
証
や

職
務
経
歴
書
等
）

※
資
格
が
必
要
な
職
種
を
希
望
す
る
場

合
は
、
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
　
人
事
給
与
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼募集内容

　
4
月
6
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
県
下
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
「
第

41
回
信
玄
公
祭
り
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
・
募
集
人
数

①
会
場
整
理
・
運
営
（
1
0
0
人
）

　
4
月
7
日
（
土
）

�
午
後
3
時
〜
7
時
30
分
（
予
定
）

②
救
護
補
助
（
10
人
）

4
月
7
日
（
土
）

午
後
3
時
〜
7
時
30
分
（
予
定
）

③
甲
州
軍
団
運
行
補
助
（
70
人
）

4
月
7
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
7
時
30
分
（
予
定
）

④
祭
り
案
内
業
務
（
20
人
）

4
月
6
日
（
金
）
午
後
3
時
30
分
〜
7

時
30
分
（
予
定
）
、
ま
た
は
7
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
（
予

定
）

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の

方
▼
応
募
方
法
　

　
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
、
希
望
す
る
業
務
（
④
の
祭
り
案

内
業
務
は
希
望
日
も
）
、
過
去
の
経

験
有
無
を
明
記
し
て
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
3
月
12
日
（
月
）

必
着
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

〒
4
0
0
―
0
0
3
1

甲
府
市
丸
の
内
1
―
8
―
17
　
信
玄
公

祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

☎
0
5
5
（
2
3
1
）
2
7
2
2

℻
0
5
5
（
2
2
1
）
3
0
4
0

E
メ
ー
ル

y
-
o
k
a
@
y
a
m
a
k
a
n
-
s
k
.jp

　
美
容
研
究

家
の
鈴
木
そ

の
子
さ
ん
の

姪
、
山
中
み

ど
り
先
生
を

講
師
に
迎
え
、

花
を
美
し
い
姿
で
長
時
間
保
存
す
る
た

め
の
加
工
技
術
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
22
日
（
日
）

　
午
後
1
時
〜
5
時

▼
定
員
　
15
名

▼
参
加
費
　
1
万
円
（
花
材
代
、
講
師

代
、
ケ
ー
キ
、
お
茶
代
込
み
）

▼
申
込
期
限
　
4
月
15
日
（
日
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
次
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修

▼
対
象
　
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
リ
ー

ダ
ー
候
補
者
・
中
堅
社
員
の
方
等

▼
日
時
　
4
月
19
日
（
木
）
・
20
日
（
金
）

　
計
2
日
間
�
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
�
12
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
�
2
1
0
0
円

▼
受
付
期
限
�
4
月
12
日
（
木
）

使
え
る
英
会
話

▼
対
象
　
業
務
に
英
会
話
が
必
要
な
方
・

英
語
に
慣
れ
た
い
、
英
会
話
を
実
践

し
た
い
方
等

▼
日
時

　
5
月
7
日
（
月
）
〜
7
月
9
日
（
月
）
の

毎
週
月
曜
日
　
計
10
日
間

�
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

※
7
月
9
日
の
み
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円

▼
受
付
期
間

　
3
月
7
日
（
水
）
〜
4
月
27
日
（
金
）

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

（
第
1
回
）

▼
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方

▼
日
時
　
5
月
10
日
（
木
）
〜
18
日
（
金
）

　
計
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

▼
受
付
期
間
　
3
月
9
日
（
金
）
〜
5
月

2
日
（
水
）

ワ
ー
ド
基
礎
（
第
1
回
）

▼
対
象
　
文
字
入
力
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

▼
日
時
　
5
月
21
日
（
月
）
〜
29
日
（
火
）

　
計
6
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

▼
受
付
期
間
　
3
月
21
日
（
水
）
〜
5
月

14
日
（
月
）

▼
場
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
み
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

め
い



　
石
和
町
体
育
指
導
委
員
会
、
並
び
に

体
育
協
会
の
協
力
に
よ
り
体
力
測
定
と

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
民

▼
日
時
　
3
月
11
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
所
　
市
石
和
清
流
館
（
柔
道
場
・

剣
道
場
）

▼
内
容

○
体
力
測
定
　
握
力
、
上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
等

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
　
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
、

ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
、
輪
投
げ
等

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
石
和
町
弓
道
部
は
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
を
対
象
に
、
弓
道
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校
3
年
生

以
上
の
方
・
市
内
在
勤
の
方

▼
日
時
　
3
月
6
日
（
火
）
〜
14
日
（
水
）

　
（
月
曜
日
は
休
館
）
午
後
7
時
〜
9
時

▼
場
所
　
市
石
和
清
流
館

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
5
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
生
涯
学
習
課
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

　
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
24
年
度
山

梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
峡
東
教
室
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。
高
齢
者
が
知
識
や
技

能
を
磨
き
、
生
き
が
い
と
と
も
に
地
域

文
化
の
指
導
者
と
し
て
貢
献
す
る
資
質

を
身
に
つ
け
る
場
で
す
。

▼
入
学
資
格
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

方
▼
授
業
日
　
4
月
か
ら
主
に
金
曜
日
（
年

間
19
日
）
2
年
間

▼
学
習
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎

▼
定
員
　
50
名
（
先
着
順
）

▼
基
本
学
習
費
　
8
0
0
0
円

▼
申
込
期
限
　
3
月
30
日
（
金
）

▼
平
成
25
年
か
ら
の
変
更
点

○
学
習
場
所
は
甲
府
市
が
中
心
と
な
り

ま
す
。

○
学
習
課
程
や
内
容
は
改
訂
さ
れ
ま
す
。

○
基
本
学
習
費
を
引
き
上
げ
る
予
定
で

す
。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
峡
東
教
育
事
務
所

　
担
当
　
益
田
・
石
川

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
3
1

　
お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら

目
に
障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、

視
覚
に
課
題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導

さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
は
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
2
│
10
│
2
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
23
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

■
問
合
せ
先
　
県
立
盲
学
校
　
E
y
e

　
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

℻
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
2

E
メ
ー
ル

e
y
e
e
y
e
@
y
s
v
i.k
a
i.e
d
.jp

　
お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
、
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る

の
が
難
し
い
方
は
、
電
話
や
E
メ
ー
ル

で
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入
学
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
日
時
　
3
月
16
日
（
金
）・
17
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大

野
1
0
0
9
）

▼
内
容

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

（
育
児
相
談
）

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
生
活
や
学
習
に

つ
い
て
（
教
育
相
談
）
な
ど

▼
申
込
期
限
　
3
月
9
日
（
金
）
午
後
5
時

▼
申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
　
担
当
　
手
塚

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9

E
メ
ー
ル

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.k
a
i.e
d
.jp

現行

①障がい児のサービス
児童デイサービス（市町村）
知的障害児通園施設（都道府県）
難聴幼児通園施設
肢体不自由児通園施設
重症心身障害児（者）通園事業

②障がい児のサービス（都道府県）
知的障害児施設
盲児施設
ろうあ児施設
肢体不自由児施設
肢体不自由児療護施設
重症心身障害児施設

新

①障害児通所支援（市町村）
児童発達支援
医療型児童発達支援
放課後等デイサービス
保育所等訪問支援

②障害児入所支援（都道府県）
福祉型障害児入所支援
医療型障害児入所支援

　
平
成
24
年
4
月
1
日
よ
り
障
害
者
自

立
支
援
法
、
児
童
福
祉
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
障
が
い
者
、
障
が
い
児
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す
。

変
更
点
〜
障
が
い
者
の
場
合
（
注
1
）

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
支
給
決
定
の
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、
指

定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
（
市
町
村
指

定
）
が
作
成
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
案
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（
平

成
26
年
度
末
ま
で
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
）

　
提
出
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

案
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
お
い
て
支
給

決
定
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開

始
し
ま
す
。

　
支
給
決
定
後
、
障
が
い
者
の
心
身
の

状
態
に
合
わ
せ
、
利
用
状
況
の
検
証
や

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
（
毎
月
、

6
カ
月
ご
と
等
）

変
更
点
〜
障
が
い
児
の
場
合
（
注
2
）

　
障
が
い
児
が
利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
の
う
ち
、
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
障
害

児
通
所
支
援
と
し
て
一
元
化
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
24
年
4
月
1
日
）

　
障
害
児
通
所
支
援
と
し
て
（
市
町
村

の
支
給
決
定
）

・
児
童
発
達
支
援

・
医
療
型
児
童
発
達
支
援

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
保
育
所
等
訪
問
支
援
　
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
児
に
つ
い
て
も
、
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、
サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
案
（
通
所
の
場
合
は
障

害
児
支
援
利
用
計
画
案
）
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

案
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
お
い
て
支
給

決
定
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開

始
し
ま
す
。

　
支
給
決
定
後
、
障
が
い
児
の
心
身
の

状
態
に
合
わ
せ
、
利
用
状
況
の
検
証
や

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
（
毎
月
、

6
カ
月
ご
と
等
）

　
障
が
い
児
の
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
障
害

児
入
所
支
援
と
し
て
（
都
道
府
県
の
支

給
決
定
）

・
福
祉
型
障
害
児
入
所
支
援

・
医
療
型
障
害
児
入
所
支
援
　
と
な
り

ま
す
。

（
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
児

童
相
談
所
が
専
門
的
な
判
断
を
行
う

た
め
、
障
害
児
支
援
利
用
計
画
の
作

成
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

訓練等給付費

自立訓練（機能訓練・生活訓練）
就労移行支援
就労継続支援（A型・B型）
共同生活援助

介護給付費

居宅介護・重度訪問介護
同行援護・行動援護
重度障害者等包括支援
短期入所・療養介護
生活介護・施設入所支援
共同生活介護

現行

①相談
②申請・調査
③審査・判定（区分認定審査会）
④認定・通知
⑤支給決定
⑥事業者と契約
⑦サービス利用を開始

新

①相談
②申請・調査
③審査・判定（区分認定審査会）
④認定・通知
⑤サービス等支給決定案の作成
⑥支給決定
⑦支給決定時のサービス等利用
　計画
⑧事業者と契約
⑨サービス利用を開始
⑩一定期間ごとの見直し



　
市
に
は
2
0
4
名
（
内
14
名
は
主
任

児
童
委
員
）
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
主
任
児
童
委
員
）
が
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童

委
員
）
は
、
選
任
さ
れ
た
地
域
の
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
見
守
り
・
相
談
・
支
援

活
動
を
は
じ
め
行
政
機
関
や
社
会
福
祉

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
主
な
活
動

○
社
会
調
査
活
動

　
地
域
に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
的
役
割

と
し
て
、
福
祉
に
関
す
る
問
題
や
要

望
の
発
掘
に
努
め
ま
す
。

○
相
談
活
動

　
地
域
の
人
た
ち
の
悩
み
事
や
心
配

事
に
つ
い
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
を
受
け
ま
す
。

○
情
報
提
供
と
連
絡
通
報
活
動

　
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
と
行
政
機
関
や

社
会
福
祉
団
体
と
の
橋
渡
し
（
パ
イ

プ
役
）
と
し
て
連
絡
通
報
を
し
ま
す
。

○
調
整
・
支
援
活
動

　
要
援
護
者
（
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
人
達
）
の
ニ
ー
ズ
と
関
係
機
関
・

施
設
等
と
の
連
携
・
調
整
を
図
り
、

支
援
（
共
助
）
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

主
任
児
童
委
員

○
子
ど
も
に
関
す
る
専
門
の
活
動
を
行

う
こ
と
か
ら
「
主
任
児
童
委
員
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
一

緒
に
子
ど
も
の
健
全
育
成
・
子
育
て

支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
学
校
や
保
育
所
・
児
童
館
な
ど
と
協

働
し
て
子
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
相
談
や
活
動
で
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童

委
員
）
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容
や
個
人
情
報
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
が
他
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
各
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
の
紹
介
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

各
支
所
ま
た
は
福
祉
総
務
課

福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）
及
び
要
介
護

高
齢
者
の
方
が
、
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
そ

の
料
金
の
一
部
が
助
成
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
該

当
し
、
か
つ
、
自
動
車
税
、
軽
自
動

車
税
等
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
又
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
在

宅
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
で
、
障
害
程
度
が
肢
体
不
自
由
若

し
く
は
視
覚
障
害
1
級
又
は
2
級
に

該
当
す
る
方
及
び
内
部
機
能
障
害
1

級
の
方

○
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、

障
害
程
度
が
Ａ
に
該
当
す
る
方

○
要
介
護
高
齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
介

護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

に
介
護
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
申
請
受
付
日
　
3
月
22
日
（
木
）
か
ら

※
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
交

付
枚
数
が
減
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
・
交
付
場
所

福
祉
総
務
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所

○
持
ち
物

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
（
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
印
鑑

▼
助
成
内
容
　
対
象
者
に
タ
ク
シ
ー
利

用
乗
車
券
（
1
枚
5
9
0
円
）
を
年

間
で
①
と
②
を
合
わ
せ
て
48
枚
交
付

し
ま
す
。

①
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー

券
・
1
カ
月
あ
た
り
2
枚
交
付
（
全
24
枚
）

し
ま
す
。

・
1
回
の
乗
車
に
つ
き
、
1
枚
だ
け
使

え
ま
す
。

②
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
《
笛
吹
市
独

自
の
事
業
で
す
》

・
1
カ
月
あ
た
り
2
枚
交
付
（
全
24
枚
）

し
ま
す
。

・
1
回
の
乗
車
に
つ
き
、
何
枚
で
も
使

え
ま
す
。

▼
有
効
期
間
　
4
月
1
日
（
日
）
〜
平
成

25
年
3
月
31
日
（
日
）

■
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
�
障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

�
ま
た
は
各
支
所

６級

　

　

　

　

　

◎

視覚障害（注１）

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（注２）

上肢不自由（注３）

下肢不自由（注４）

体幹不自由

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

小腸の機能障害

肝機能障害

障がいの程度

ぼうこうまたは直腸の
機能障害

ヒト免疫不全ウィルス
による免疫機能障害

１級

○

　

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２級

○

○

　

　

○

○

○

　

　

　

　

　

○

○

３級

○

○

○

◎

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

４級

○

　

　

　

　

◎

５級

　

　

　

　

◎

◎

注１：視覚障害４級においては４級の１のみになります。
注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。
注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。
注４：下肢不自由については、両下肢に障がいがある場合に
限り、生計を一にする者及び単身で生活する障がい者
を常時介護する者の運転が認められます。

◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または、生計を一にする者及び単身で生
活する障がい者を常時介護する者の運転が認められます。
※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳を、お
持ちの方はお問い合わせください。

　
市
は
、
市
内
在
住
の
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
が
地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
次
の
と
お
り
「
社
会

参
加
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者
（
児
）
及
び
発
達
障
が
い
児
（
者
）

の
方

▼
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

○
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
や
車
輌
に
よ
る
移

動
支
援
の
サ
ー
ビ
ス

○
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス

日
中
の
一
時
預
か
り
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ビ
ス

○
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス

短
期
の
訓
練
に
よ
り
日
常
生
活
能
力

の
向
上
を
図
る
サ
ー
ビ
ス

※
サ
ー
ビ
ス
を
、
す
で
に
受
け
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
の
更

新
申
請
を
3
月
5
日
（
月
）
か
ら
受
付

け
ま
す
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
新
た

に
希
望
す
る
方
は
随
時
、
申
請
を
受

付
け
て
い
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
量
は
聞
き
取
り
等
、
調
査

の
上
、
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
他

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

ま
た
は
各
支
所

　
就
労
に
向
け
て
実
際
に
働
く
場
を
見

学
し
、
具
体
的
に
活
動
す
る
た
め
の
第

一
歩
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
、
市
内
の
障
が
い
者
施
設

利
用
者
及
び
そ
の
家
族

▼
日
時
　
3
月
15
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
見
学
先
　
山
の
都
福
祉
会
　
ワ
ー
ク

コ
ー
ト
大
和

▼
講
師
　
上
野
　
裕
子
氏
（
障
が
い
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ピ
ッ

ト
　
就
労
支
援
ワ
ー
カ
ー
）

▼
内
容
　
パ
ン
や
商
標
登
録
も
し
て
い

る
う
ど
ん
等
の
製
造
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
の
見
学
と
就
労
支
援

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
就
労
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
名
　
　
▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
9
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
車

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

（
申
請
者
が
18
歳
未
満
ま
た
は
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
所
有
者
は
、
例
外
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
併
せ
て
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間
　
5
月
7
日（
月
）〜
24
日（
木
）

▼
受
付
場
所
　
税
務
課
又
は
各
支
所

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

又
は
各
支
所



なごみの湯

JA笛吹富士見支所

御坂福祉センター

一宮保健センター

一宮保健センター

一宮保健センター

八代福祉センター

春日居福祉会館

春日居福祉会館

春日居福祉会館

コース

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

開催曜日

毎月第2・4金曜日

毎月第1・3金曜日

毎月第2・4火曜日

毎月第1・3火曜日

毎月第1・3木曜日

毎月第2・4木曜日

毎月第2・4木曜日

毎月第1・3水曜日

毎月第2・4水曜日

毎月第1・3木曜日

開催時間

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時

午後1時30分～3時

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

春日居地域事務所
☎0553（26）3667

会　　場 申込・問合せ先

石和地域事務所
☎055（262）1267

御坂地域事務所
☎055（263）0848

一宮地域事務所
☎0553（47）2288

八代地域事務所
☎055（265）2240

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
体
操
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
各
地
域
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
体
操

を
中
心
と
し
た
介
護
予
防
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
健
康
な
体
を
つ
く
り
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で
、
体
の
衰

え
を
予
防
、
回
復
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

○
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な

い
方

○
貯
筋
塾
（
運
動
機
能
向
上
の
た
め
に

市
が
行
う
介
護
予
防
事
業
）
に
通
っ

て
い
な
い
方
、
介
護
保
険
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方

※
全
て
に
当
て
は
ま
る
方
で
も
身
体
的

に
体
操
の
継
続
が
困
難
な
方
は
ご
遠

慮
願
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
期
間
　
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
氏
（W

ith
.R
.G

ク
ラ
ブ
）

▼
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
転
倒
予

防
体
操
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
年
2
回

の
体
力
測
定

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
25
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料
�
　

※
①
コ
ー
ス
「
な
ご
み
の
湯
」
に
つ
い

て
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
各
地
域
事
務
所
に
て
3

月
8
日
（
木
）
か
ら
電
話
、
ま
た
は
窓

口
に
て
受
付
け
ま
す
。

※
申
込
み
は
、
お
一
人
様
1
コ
ー
ス
の

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
教
室
の
詳
細
、

申
込
み
は
希
望

コ
ー
ス
の
地
域

事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
2
月
に
「
各
種
検
診
希
望
調

査
書
」
を
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
19
歳
以
上
の
市
民
の
方
が

今
年
の
4
月
以
降
に
受
診
で
き
る
各
種

検
診
の
申
込
書
類
で
す
。
申
込
者
に
は
、

検
診
開
始
前
に
、
個
別
に
詳
し
い
お
知

ら
せ
や
受
診
に
必
要
な
書
類
を
送
り
ま

す
。

返
信
を
お
願
い
し
ま
す

　
2
月
末
ま
で
の
返
信
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
返
信
は
お
済
み
で
す
か
。
ま

だ
書
類
が
お
手
元
に
あ
る
方
は
、
期
限

を
3
月
15
日
ま
で
延
長
し
ま
す
の
で
、

市
の
検
診
を
希
望
し
な
い
方
も
必
ず
返

信
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
の
方
に
受
診
の
機
会
を

　
市
で
は
、
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検

診
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
各
地
区
を
巡
回
す
る
集

団
健
診
は
年
間
51
回
、
指
定
医
療
機
関

で
受
診
す
る
個
別
検
診
は
6
月
か
ら
12

月
ま
で
の
7
カ
月
間
を
利
用
期
間
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
は
集
団
健
診
を
1
万
１

７
２
０
人
が
受
診
、
23
年
度
は
1
万
９

７
２
人
が
受
診
し
ま
し
た
。
毎
年
、
市

の
各
種
が
ん
検
診
受
診
者
の
中
か
ら
50

人
前
後
の
人
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
は
検
診
を
申
込
み
、
受
診
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
既
に
治
療
を
受
け
て
い
る
病

気
や
具
体
的
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

検
診
受
診
に
つ
い
て
主
治
医
に
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

お
と
ろ

副菜：1つ

【作り方】
①�野菜は1cm×3cmくらいの短冊（またはせん切り）に切

り、茹でてから、ざるにあげ、水けを切っておく。
②ボウルに卵を割りほぐし、砂糖・塩・牛乳・油を加えて
よく混ぜ、次に小麦粉・ベーキングパウダーを合わせ、
振るいながら、ざっくりまぜる。①とチーズも合わせ、
型に流す。
③180度に予熱しておいたオーブンで40分焼く。
※野菜は家にある野菜で、おやつや忙しい時の朝食にもな
ります。

■問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎�055（261）1901

笛吹市の食材
かぼちゃ・じゃがいも

とけるチーズ（ピザ用）�…�70ｇ
粉チーズ�……………………�30ｇ
かぼちゃ�……………………�50ｇ
じゃがいも�…………………�50ｇ
たまねぎ�……………………�50ｇ
にんじん�……………………�50ｇ
いんげん�……………………�5本
ベーコン（またはハム）�…�35ｇ

材料【パウンド型１個分】
小麦粉�…………………�120ｇ
ベーキングパウダー�…�10ｇ
砂糖�……………………�12ｇ
塩�………………………�小さじ1
卵（Ｍ）�………………�3個
牛乳�……………………�70ｍl
サラダ油�………………�70ｇ
（またはオリーブ油）

　精神科医師・精神保健福祉相談員・
保健師によるこころの健康相談を開
催します。
　対象　次のような悩みをお持ちの
方または家族の方
夜眠れない／イライラする／妊娠
や育児を通して不安が強い／人の
名前などをしばしば思い出せない
／自分の部屋に閉じこもってしま
う／外出したり、人と会うのがお
っくうになった／身なりを気にし
なくなった／今まで好きだったこ
とへの興味や関心がなくなった／
以前よりひどく怒りっぽくなった
等
　日時　3月19日（月）
　　　　午後１時30分～４時
　場所　石和保健福祉センター
　申込期限　3月15日（木）
　申込方法　予約制です。電話で申
込みください。

　　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
に

は
、
独
立
行
政
法
人�

新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
N
E
D
O
）

と
市
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
設
備
に
よ
り
昨
年
1
年
間
で
４

６
７
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
11
万
１
０
５
２

円
）
の
発
電
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
発

電
量
は
、
１
世
帯
が
１
年
間
に
消
費
す

る
電
気
量
（
年
間
電
気
消
費
量
　
約
３

６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
）
以
上
に
な
り

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
の
際
に

は
、
表
示
パ
ネ
ル
等
に
よ
り
発
電
状
況

な
ど
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
が
境
川
に
出
張
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

　
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
3
月
17
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
境
川
総
合
会
館

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内

履
（
運
動
靴
）

▼
申
込
受
付
　
3
月
1
日
（
木
）
か
ら
電

話
に
て
受
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

■申込・問合せ先

　健康づくり課　健康企画担当

　☎�055（261）1901



子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　
3
月
1
日
（
木
）
か
ら
7
日
（
水
）
は
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
母
子
健
康
手
帳
の
予

防
接
種
記
録
を
確
認
し
、
受
け
て
い
な
い

予
防
接
種
が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（
第

2
期
・
第
3
期
・
第
4
期
）

　
以
前
、
関
東
地
方
を
中
心
に
麻
し
ん

（
は
し
か
）
が
流
行
し
ま
し
た
。
麻
し

ん
は
、
重
症
に
な
る
と
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
し
た
り
、
重
い
後
遺
症
を
残
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
を

し
て
い
な
い
と
、
国
外
へ
の
旅
行
が
制

限
（
入
国
を
拒
否
）
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
次
の
方
は
、
3
月
31
日
（
土
）

ま
で
無
料
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
既
に
予
診
票
を
送
付
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

3
月
中
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
小
学
校
就
学
前
の
方
（
第
2
期
）

（
平
成
17
年
4
月
2
日
〜
平
成
18
年

4
月
1
日
生
ま
れ
）

○
中
学
1
年
生
（
第
3
期
）

（
平
成
10
年
4
月
2
日
〜
平
成
11
年

4
月
1
日
生
ま
れ
）

○
高
校
3
年
生
（
第
4
期
）

（
平
成
5
年
4
月
2
日
〜
平
成
6
年

4
月
1
日
生
ま
れ
）

平
成
23
年
度
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
（
女
子
）
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
補
助

　
国
の
補
助
事
業
と
し
て
期
間
限
定
で

実
施
し
て
い
る
次
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
対
象
者
に
有
効
期
限
が
3
月
31

日
（
土
）
ま
で
の
予
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
も
事

業
の
継
続
が
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
の
予
診
票
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
お
け
る
高
校
1
年
生
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
中
に
1
度
も
接
種
し

て
い
な
い
方
は
、
平
成
24
年
度
の
補
助

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
お
け
る
4
歳
か
ら

5
歳
未
満
児
及
び
市
独
自
で
接
種
補
助

を
し
て
い
る
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
お
け
る
5
歳
か
ら
7
歳
未
満
の
未

就
学
児
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年

度
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
3
月
中
の
接
種
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
の
補
助
事
業
・
対
象
者

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
女
子
）

・
中
学
1
年
生
〜
高
校
1
年
生

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
生
後
2
カ
月
〜
5
歳
未
満

○
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
生
後
2
カ
月
〜
5
歳
未
満

▼
市
の
補
助
事
業
・
対
象
者

○
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
5
歳
〜
7
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
「
生
活

維
持
」
「
仕
事
と
家
事
・
育
児
の
両
立
」

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
相
談
　
母
子
自
立
支

援
員
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、

就
労
・
生
活
全
般
・
養
育
に
つ
い
て

の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
給
付
金

　
　
2
年
以
上
、
看
護
師
な
ど
の
資
格

を
取
る
た
め
養
成
機
関
に
修
学
し
た

時
に
生
活
費
等
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
　
知
識
・
技
能
の
習
得
の
た
め
に
雇

用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
指
定

講
座
を
受
け
る
時
に
、
受
講
料
の
一

部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当
　
ひ
と
り
親
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
又
は
母
等
）
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
に
保
険
診
療
分
の
医
療

費
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
祝
金

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
通
し
て
、
児
童
が
健
全
に
育

成
す
る
た
め
に
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
母
子
寡
婦
福
祉
資
金

　
母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
の
貸
付
制
度
で
す
。

※
給
付
や
助
成
を
受
け
る
際
に
は
、
一

定
の
要
件
及
び
審
査
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
児
童
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
操

を
し
、
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
・
定
員
　
1
歳
6
カ
月
〜
3
歳

未
満
の
乳
幼
児
親
子
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
3
月
14
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
　
水
伽
氏
（
子
供
身
体

運
動
発
達
指
導
士
）

▼
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
・
水
分
補
給

用
の
飲
み
物

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
8
6
6

ひ
な

斉木洋子さん

　
法
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も

手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
方
を
含
め
た

全
て
の
方
に
再
度
、
認
定
請
求
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
9
月
30
日
現
在
、
笛
吹
市

で
子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

は
平
成
24
年
3
月
30
日
ま
で
に
手
続
き

を
す
れ
ば
10
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手

当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
10
月
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
や
、

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
に
つ
い
て
は

認
定
請
求
日
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
。
必
ず
転
入
や
出
生
の
翌
日

か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
支
給
時
期

○
平
成
23
年
12
月
27
日
ま
で
に
手
続
を

し
た
場
合
　
10
月
〜
1
月
分
を
2
月

10
日
（
金
）
に
支
給
済
み
で
す
。

○
平
成
23
年
12
月
28
日
以
降
に
手
続
き

を
し
た
場
合
　
10
月
〜
1
月
分
を
3

月
以
降
、
随
時
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に
手
続
き

を
し
た
場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支

給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
額

○
3
歳
未
満
　
一
律
1
万
5
0
0
0
円

○
3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
　
1
万
円

　
（
第
3
子
は
1
万
5
0
0
0
円
）

○
中
学
生
　
　
　
　
　
　
一
律
1
万
円

■
問
合
せ
先
　
児
童
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
山
梨
日
日
新
聞

に
定
期
連
載
さ
れ

て
い
る
子
育
て
日

記
「
ア
ラ
フ
ォ
ー
マ
マ
が
い
く
」
で
お

な
じ
み
の
斉
木
洋
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

マ
マ
友
作
り
や
子
育
て
に
つ
い
て
、
楽

し
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
2

つ
の
サ
ー
ク
ル
も
同
会
場
で
併
せ
て
体

験
で
き
ま
す
。

▼
対
象
　
未
就
園
児
親
子

　
定
員
　
50
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
3
月
23
日
（
金
）

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

開
始
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

�集
会
室

▼
マ
マ
サ
ー
ク
ル
体
験

○
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
サ
ー
ク
ル
（
え
い
ご

で
あ
そ
ぼ
）・
講
師
　
河
野
道
子
先
生

○
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス
（
山
梨
初
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
）・
講
師
　
横
小
路
絵
美

先
生

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、

親
子
の
飲
み
物

▼
申
込
方
法
　
３
月
１
日
か
ら
電
話
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
「
体
験
」
を
テ
ー
マ
に

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
た
く

さ
ん
設
け
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー

�
（
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
）

○
工
作
コ
ー
ナ
ー

　
（
科
学
工
作
・
お
も
ち
ゃ
作
り
）

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
自
衛
隊

（
高
機
動
車
・
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
）

・
市
消
防
署

（
消
防
車
・
起
震
車
・
煙
体
験
）

○
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

　
（
お
ひ
な
さ
ま
の
お
話
し
会
な
ど
）

○
雛
の
会
コ
ー
ナ
ー

　
（
小
・
中
学
生
に
よ
る
お
茶
会
）

○
食
生
活
改
善
推
進
員
会
コ
ー
ナ
ー

　
（
ク
レ
ー
プ
作
り
・
豚
汁
）

○
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
石
和
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

　
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
･
ザ
･
お
り
が
み
）

○
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

（
い
か
の
ぼ
り
（
和
凧
）
・
ゴ
ム
で
っ

ぽ
う
作
り
）

※
内
容
の
一
部
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
3
世
代
交
流
を
目
的
に
「
あ
そ
び
の

ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す
。
ベ
ー
ゴ
マ

回
し
・
ド
ミ
ノ
大
会
・
サ
ッ
カ
ー
大
会

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員
　
3
歳
以
上
（
市
内
在

住
の
親
子
・
祖
父
母
と
孫
）
50
名
（
先

着
順
）

▼
日
時
　
3
月
10
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
期
間
　
3
月
1
日
（
木
）
〜
8
日

（
木
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
日
曜

を
除
く
）
　

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
参
加
者
は
、
タ
オ

ル
と
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
時
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
中
止

と
な
り
、
室
内
の
遊
び
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
8
6
6



ぶどうの摘粒の講習を受け
る受講者=石和町東油川

<毎月のイベントお知らせ>
＊お誕生日会＊　その月生まれのお友達、お祝いを一緒にしてくれるお友達、みんなでお祝いをしましょう。
　　　　　　　　（プレゼントあり）
　日時　毎月５日（土日、祝日などの場合は翌日）　午前10時30分～11時30分
　場所　きっずいちのみや

ジャイロ
キネシス

サークル名

月曜日
サークル

火曜日
サークル

水曜日
サークル

アラフォー
サークル

ふたご・みつご
サークル

マザーグース
サークル
（えいごで
あそぼ）

10組

10組

10組

10組

定員

10組

15組

15名

就学前の
子どもを
子育て中
の方

対象年齢

2カ月～
10カ月

11カ月～
1歳6カ月

1歳7カ月
～3歳

35歳以上の
ママ（第1子）

０才～
就園前

1才～
就園前

活動日

毎月
第2月曜

毎月
第2火曜

毎月
第2水曜

毎月
第2木曜

毎月
第2金曜

4月～9月
毎月
第4火曜
＊会場の都合
により変更に
なる場合があ
ります

＜4月～9月＞
4月19日(木)
5月18日(金)
6月21日(木)
7月19日(木)
8月24日(金)
9月20日(木)

活動時間

午前
10時30分
～正午

午前
10時30分
～
11時30分
受付
10時15分

午前
10時30分
～
11時30分
受付
10時15分

月200円×12カ月
（材料費等含む）
※初回に徴収します。

会費等

6カ月コース�3,000円�
(チケット制）
※初回に徴収します
・講師　河野道子氏
　(ISAWA�英語教室講師）

活動内容

親子あそび・わらべうた・リ
トミック・手作り制作・運動
あそび・読み聞かせ・おしゃ
べりタイム・おさんぽ遠足　
など

初めての双子・みつご育児は戸
惑うことも多いです。
サークルで話し、相談すること
で育児の楽しさが増えます。
みつごを子育て中のスタッフか
ら育児のコツも聞けます。

ハロウィンやイースター・クリ
スマスなどの各種パーティー・
手先を使って楽しむ製作活動・
歌やゲームから自然に楽しむカ
ードゲームや指あそび・大好き
なお母さんの腕の中で楽しむひ
ざ乗せあそび

県内初のエクササイズです。背
骨を中心に普段使わない筋肉を
使いながら呼吸のリズムととも
に動いていくエクササイズです。
身体をストレッチさせながら、
ゆがみを整えるので、身体がス
ッキリと軽く開放されて気持ち
良さが実感できます。

■申込・問合せ先　笛吹市子育て支援センター�「きっずいちのみや」　☎・℻�0553（47）1345

6カ月コース�3,000円
（チケット制）
託児あり（有料）
・講師　横小路絵美氏
（ジャイロキネシス認
定トレーナー）
・運動のできる服、タオ
　ル、飲み物

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
を

対
象
に
桃
の
摘
果
・
袋
か
け
、
ぶ
ど
う
の

房
作
り
・
摘
粒
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
な

ど
専
門
の
技
術
指
導
員
を
講
師
と
し
て

果
樹
栽
培
の
基
本
を
学
び
、
受
講
者
に

は
、
果
樹
栽
培
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
１

冊
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
農
業
初
心
者
で
も
果
樹
栽
培
技
術
の

習
得
に
意
欲
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
程
　
5
月
中
旬
か
ら
6
月
中
旬
の

う
ち
8
日
間

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
4
月
20
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

4月からの子育てサークルを募集をします。入会希望の方は、お気軽にお問い合わせください。
また、登録を希望するサークルや団体、自主サークルを作ってみたい方も募集しています。
１年後には、サークルが独自に運営できるよう、スタッフがサポート、その後の支援も行います。
※曜日別サークルは初めての方のみが対象です。
※登録すると、きっずいちのみやのサークル室がグループ（無料）で利用できます。（要予約）

　
住
み
よ
い
市
を
つ
く
る
た
め
、
市
税

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
財

源
で
す
。

　
市
税
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
、
督
促

状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
納
め
忘
れ
が

あ
る
場
合
は
、
至
急
納
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

納
期
内
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
延
滞
金
や
督
促
料
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
納
税
の
お
願
い
を
し
て
も

納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
時
に
は
、
法

律
に
基
づ
き
、
給
与
・
預
貯
金
・
生
命

保
険
・
不
動
産
な
ど
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
税
負
担
の
公
平
性
・
公
正

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
督
促
や
催
告

の
実
施
後
、
執
行
す
る
も
の
で
す
。

　
病
気
や
失
業
な
ど
、
収
入
が
不
安
定

で
一
括
で
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
及
び
後
継
者

不
足
が
進
む
中
に
あ
っ
て
「
桃
・
ぶ
ど

う
日
本
一
の
郷
」
を
堅
持
す
る
為
に
は
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
将
来
に
渡
り
地
域
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
市
内
に
就
農

し
よ
う
と
す
る
新
規
就
農
者
に
対
し
て

市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

○
I
タ
ー
ン
者
（
市
外
出
身
者
で
市
内

に
転
入
し
、
就
農
す
る
方
）

○
U
タ
ー
ン
者
（
市
内
出
身
者
で
市
外

へ
進
学
及
び
就
職
し
た
者
が
再
び
市

内
に
転
入
し
、
就
農
す
る
方
）

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
規
学
卒
及

び
転
職
に
よ
り
就
農
す
る
方

※
な
お
、
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

・
就
農
と
は
、
専
ら
農
業
で
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
間
２
０
０

日
以
上
農
業
に
従
事
し
、
確
定
申
告

時
に
事
業
主
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

・
4
月
1
日
（
日
）
現
在
、
45
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。

・
事
業
終
了
後
3
年
以
上
市
内
で
営
農

の
継
続
を
す
る
こ
と
。
な
お
、
営
農

の
継
続
が
な
い
場
合
は
、
全
額
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
支
援
期
間
（
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

期
間
）
　
就
農
年
度
か
ら
2
年
間

▼
補
助
金
対
象
・
補
助
金
額

○
I
タ
ー
ン
に
よ
る
就
農
者

一
世
帯
あ
た
り
年
額
1
0
0
万
円
以

内
○
U
タ
ー
ン
、
新
規
学
卒
及
び
転
職
に

よ
る
就
農
者

　
一
世
帯
あ
た
り
年
額
50
万
円
以
内

▼
実
施
期
間
　
平
成
24
年
4
月
1
日
〜

平
成
29
年
3
月
31
日

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
後
継

者
や
U
・
I
タ
ー
ン
、
新
規
参
入
者
な

ど
、
就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
「
農
業
科
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
果
樹
コ
ー
ス
及
び
野
菜
コ
ー
ス
で
は

9
カ
月
間
の
訓
練
期
間
の
中
で
、
栽
培
･

経
営
に
関
す
る
講
義
や
、
ほ
場
実
習
に

よ
り
農
業
経
営
の
基
礎
を
習
得
す
る
と

と
も
に
、
先
進
農
家
等
で
の
農
家
実
習

を
通
し
て
実
際
の
営
農
や
実
践
的
な
技

術
を
学
び
、
農
業
者
に
必
要
と
な
る
能

力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
の
受
給

資
格
者
に
は
雇
用
保
険
基
本
手
当
等
が

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
課
）

☎
0
5
5
1
（
3
2
）
2
2
6
9

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
に
、
そ
の
捕
獲
に
必
要
な
狩
猟

免
許
の
取
得
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
新
規
に
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
の

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
方

○
免
許
取
得
後
、
地
区
猟
友
会
に
加
入

し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
等
に
従
事
で
き

る
方

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
等
の
滞

納
の
な
い
方

▼
補
助
対
象
経
費

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料

　
5
2
0
0
円

○
（
社
）
山
梨
県
猟
友
会
が
狩
猟
試
験
の

た
め
に
行
う
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

料
　
5
0
0
0
円

▼
補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
経
費
の
全
額

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　
3
月
1
日
か
ら
7

日
ま
で
の
一
週
間
、

火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、

尊
い
生
命
と
貴
重
な

財
産
を
火
災
か
ら
守

る
こ
と
を
目
的
に
、

春
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
項
目
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
徹
底

○
独
居
老
人
世
帯
等
に
対
す
る
訪
問
防

火
診
断

▼
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
体
制
の
充

実
○
自
衛
消
防
訓
練
の
促
進
と
実
施
指
導

○
避
難
施
設
・
消
防
用
設
備
等
の
維
持

管
理
の
徹
底

○
防
炎
品
の
使
用
徹
底

▼
防
火
広
報
活
動

○
防
災
行
政
無
線
放
送
、
消
防
車
両
並

び
に
大
型
物
品
販
売
店
舗
等
の
店
内

放
送
に
よ
る
防
火
広
報

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
配
布

○
防
火
啓
発
用
パ
ネ
ル
等
の
掲
示

▼
車
両
（
ミ
ニ
ロ
ー
リ
ー
等
）
火
災
等

予
防
対
策

○
少
量
危
険
物
移
動
タ
ン
ク
（
ミ
ニ
ロ

ー
リ
ー
）
の
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

※
住
宅
防
火
の
「
切
り
札
」
で
あ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
徹
底
に
つ

い
て
は
、
特
に
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

発
生
を
い
ち
早
く
見
つ
け
て
逃
げ
遅

れ
を
防
ぎ
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族

の
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

《
火
災
予
防
に
努
め
、
火
災
の
な
い
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
》

■
問
合
せ
先
　
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
学
生
で
あ
る
た
め
収
入
が
少
な
く
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い

場
合
、
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
と
な
る
制
度
が
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
で
す
。

　
特
例
制
度
の
承
認
期
間
は
一
年
度
ご

と
で
、
申
請
手
続
き
は
毎
年
度
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
3
月
ま
で

で
承
認
期
間
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
、

平
成
23
年
度
中
に
20
歳
に
な
っ
た
方
で

ま
だ
特
例
制
度
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
急
い
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
る
学
生

　
大
学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
等
で
、
学
生
本
人
の
22
年
中
所
得

が
１
１
８
万
円
以
下
の
方

※
在
学
し
て
い
る
学
校
が
学
生
納
付
特

例
制
度
の
対
象
と
な
る
か
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

　
平
成
23
年
度
の
承
認
期
間
は
平
成

23
年
4
月
か
ら
24
年
3
月
ま
で
、
ま

た
23
年
度
内
に
20
歳
に
な
っ
た
方
は

誕
生
月
か
ら
24
年
3
月
ま
で
で
す
。

※
現
在
、
受
付
け
を
行
っ
て
い
る
平
成

23
年
度
（
平
成
23
年
4
月
〜
24
年
3

月
分
）
の
申
請
締
め
切
り
は
平
成
24

年
5
月
1
日
（
火
）
で
す
。

▼
持
ち
物

○
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の

○
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
い
ず

れ
も
コ
ピ
ー
可
）

※
在
学
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
発
行
日

が
23
年
度
内
の
も
の

○
印
鑑
　
※
学
生
本
人
が
手
続
き
に
来

ら
れ
る
場
合
は
不
要

○
平
成
23
年
1
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
て
き
た
方
は
、
平
成
22
年
中
所
得

を
証
明
す
る
書
類
。
（
平
成
23
年
度

所
得
課
税
証
明
、
所
得
証
明
な
ど
）

○
会
社
等
を
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら

れ
た
方
は
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
が

必
要
で
す
。

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書

･
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
　
な
ど
（
い

ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

※
平
成
24
年
度
の
学
生
納
付
特
例
申
請
は
、

4
月
2
日
（
月
）
か
ら
受
付
け
を
始
め

ま
す
。
こ
の
場
合
、
24
年
度
発
行
の

在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届

い
た
方
で
、
確
認
・
記
入
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談

も
引
き
続
き
受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
21
日
（
水
）
　
午
前
9
時

〜
正
午
　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所
3
階
　
会
議
室

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

（
平
成
23
年
度
防
火
標
語
）

　
平
成
24
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
賦
課
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

3
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
に
は
受
益
地
の
地
目
・

面
積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
受

益
者
負
担
金
を
お
支
払
い
た
だ
く
た
め

の
重
要
な
資
料
で
す
の
で
、
内
容
の
確

認
と
、
注
意
事
項
及
び
添
付
書
類
等
を

お
読
み
の
う
え
、
必
ず
申
告
（
返
送
）

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場
合
で
も

条
例
施
行
規
則
に
よ
り
認
定
さ
れ
、

賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
申
告
書
と
共
に
お
送
り

す
る
書
類
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
締
切
日
　
申
告
書
発
送
後
10
日

前
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
注
意
点

Q
申
告
書
は
誰
に
送
付
さ
れ
る
の
で
す

か
A
申
告
書
は
そ
の
土
地
の
所
有
者
の
人

に
お
送
り
し
ま
す
。
所
有
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
権
利
関
係
等
が
あ
る

場
合
は
、
申
告
書
に
よ
っ
て
受
益
者

を
決
定
し
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
「
受
益
者
が
誰
に
な
る
か
」

等
は
次
の
図
を
参
考
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

Q
負
担
金
の
支
払
い
は
い
つ
頃
で
す
か
。

ま
た
ど
ん
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か

A
負
担
金
の
支
払
い
は
6
月
か
ら
に
な

り
ま
す
。
支
払
方
法
は
、
一
括
納
付

や
分
割
納
付
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
支
払
方
法

の
明
記
が
な
い
場
合
、
支
払
方
法
は

分
割
納
付
に
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
一
括
納
付
の
場
合
は
報
奨

金
が
つ
き
ま
す
。

※
徴
収
猶
予
が
解
除
さ
れ
た
土
地
・
減

免
の
対
象
と
な
る
土
地
は
除
く
。

Q
支
払
い
を
口
座
振
替
で
し
た
い
の
で

す
が
、
手
続
き
は
必
要
で
す
か

A
支
払
い
を
口
座
振
替
で
希
望
す
る
場

合
は
、
同
封
の
口
座
振
替
依
頼
書
に

記
入
の
上
、
次
の
金
融
機
関
に
口
座

振
替
依
頼
書
を
持
参
し
て
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

�
次
の
本
店
及
び
各
支
店
で
す
。

・
山
梨
中
央
銀
行

・
笛
吹
農
業
協
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

�
（
本
所
・
金
融
取
扱
支
所
）

・
甲
府
信
用
金
庫

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
水
道
使
用
料
な
ど
と
同
じ
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
場
合
で
も
、
「
受
益

者
負
担
金
」
と
し
て
の
手
続
き
は
必

要
で
す
。

　
ま
た
、
過
去
に
今
回
の
申
告
と
は

別
の
土
地
の
分
の
受
益
者
負
担
金
の

口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
た
事
が
あ

る
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
お
手
数
で

す
が
今
回
改
め
て
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
例
年
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
申
告
書

と
一
緒
に
市
役
所
に
送
ら
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
印
鑑
相
違
な
ど

の
間
違
い
が
多
く
、
口
座
振
替
の
手
続

き
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
必
ず
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
い
て
、

ご
自
分
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
水

道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
3
月
21
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　

会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



（
株
）
セ
ル
バ
御
坂
店
・
笛
吹
境
川
店
様

（
御
坂
町
夏
目
原
）
【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

�
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
3
月
2
日
（
金
）

�
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

�
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
3
月
18
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト�

”
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
“

　h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i/

・
携
帯
サ
イ
ト

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚

相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
�
市
民
活
動
支
援
課

�
市
民
活
動
支
援
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
法
律
（
家
族
問
題
、
相
続
、
金
銭
貸

借
）
、
交
通
事
故
、
労
働
、
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
3
月
15
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
1
階
１
０

２
会
議
室
　
2
階
2
0
2
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
5
7
1

　
無
料
ア
ダ
ル
ト
・
ゴ
ル
フ
・
釣
り
な

ど
の
趣
味
の
サ
イ
ト
を
閲
覧
中
に
、
い

き
な
り
料
金
請
求
の
画
面
に
変
わ
る
手

口
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
高
齢
者

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
・
携

帯
電
話
）
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

▼
事
例

　
パ
ソ
コ
ン
で
釣
り
の
サ
イ
ト
を
閲
覧

中
に
、
画
面
上
の
「
は
い
」
を
何
回
か

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
登
録
完
了
」
と
い
う
画
面
表
示
に
な

っ
た
。
3
日
以
内
に
請
求
金
額
の
支
払

い
画
面
と
I
P
ア
ド
レ
ス
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
名
、
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
名
が
明
記
さ

れ
、
振
込
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示

が
電
源
を
切
っ
て
も
消
え
な
い
。

○
安
易
に
「
は
い
」「
O
K
」「
E
n
t
e
r
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
。

○
あ
わ
て
て
業
者
に
連
絡
を
取
ら
な
い
。

○
利
用
料
金
の
請
求
が
あ
っ
て
も
、
言

わ
れ
る
ま
ま
に
支
払
わ
な
い
。

○
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
の
消
去
方
法

は
、
（
独
）
情
報
処
理
推
進
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.ip
a
.g
o
.jp
/

）

　
意
図
せ
ず
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
・
出
会

い
系
サ
イ
ト
等
に
接
続
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
身
に
覚
え
の
な
い
不
当
請
求
を
受

け
た
場
合
、
相
手
に
連
絡
を
取
ら
ず
に
、

す
ぐ
に
家
族
や
市
役
所
、
県
民
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
4
5
5

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i

/
m
o
b
ile
/
m
o
b
ile
.js
p

■問合せ先　・甲府労働基準監督署　☎�055（224）5611
　　　　　　・山梨労働局賃金室　　☎�055（225）2854

1時間793円（効力発生日：平成23年12月31日）
県電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具
製造業最低賃金

1時間801円（効力発生日：平成24年1月25日）県自動車・同付属品製造業最低賃金

1時間690円（効力発生日：平成23年10月20日）県最低賃金

※賃金引上げに関する「業務改善助成金制度」のご活用を。

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成23年12月20日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年12月20日

平成23年12月20日

平成23年12月20日

平成24年1月24日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石和町

石和町市部

一宮町田中、坪井

石和町井戸、東油川

芦川町中芦川

八代町増田

八代町竹居

御坂町二之宮

御坂町金川原

御坂町栗合

一宮町南野呂

境川町大黒坂

八代町岡

春日居町小松、熊野堂

境川町石橋

石和町

御坂町金川原

御坂町金川原

石和町今井河内

御坂町大野寺

石和町市部

石和町河内

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

市役所本庁・各支所

石和町今井

石和町砂原

八代町米倉

春日居町熊野堂

石和町上平井

石和町広瀬

境川町　

境川町

御坂町成田

八代町南

石和町四日市場

一宮町竹原田

御坂町夏目原

石和町松本

御坂町下野原

春日居町鎮目

春日居町鎮目

芦川町中芦川

市内全域

¥825,000

¥9,300,000

¥1,700,000

¥1,830,000

¥19,000,000

¥3,400,000

¥5,000,000

¥3,200,000

¥3,000,000

¥1,900,000

¥2,600,000

¥4,000,000

¥4,650,000

¥5,100,000

¥7,700,000

¥4,350,000

¥4,400,000

¥5,300,000

¥12,000,000

¥18,500,000

¥21,000,000

¥21,000,000

¥1,100,000

¥4,500,000

¥3,000,000

¥19,700

¥2,200,000

¥17,500,000

¥19,500,000

¥2,250,000

¥4,600,000

¥6,600,000

¥7,000,000

¥9,500,000

¥8,800,000

¥4,000,000

¥6,500,000

¥6,900,000

¥3,000,000

¥30,000,000

¥4,100,000

¥8,900,000

¥14,000,000

¥11,300,000

¥16,000,000

（株）天野建築設計事務所

（株）山梨環境サービス

（株）天一サービス石和営業所

エルテックサービス（株）

（株）総合建設斉藤組

（株）日工建設

（有）天野組

（株）上野建工

（株）日工建設

（株）佐野緑化土木

（株）上組

（株）日昇建設

（株）日昇建設

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所

中央舗道建設（有）

（有）ツチヤ設備

（有）佐野工業所

（有）ツチヤ設備

（有）石倉興業

（有）浅川住宅設備

（有）松山興業

東八防災（株）

東八防災（株）

（有）中村ポンプ工作所

東八防災（株）

（株）理工エンジニアリング

（株）日本水道設計社甲府営業所

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所

（株）中村工務店

丸吉工業（有）笛吹支店

（株）日昇建設

（株）ＭＵＫＡＩ

中央舗道建設（有）

（株）飯塚工業

矢崎興業（株）

古屋設備

（有）中村設備

（株）小山電気

（有）田中電気

（有）甲州工業

（有）若杉工務所

矢崎興業（株）

（株）芦沢組土木

（株）飯塚工業

シンクライアント保守更新ライセンス

笛吹市役所南館改修他設計業務（明許）

下水道管路清掃業務委託（宮-3処理分区）

下水道管路清掃業務委託（石-13処理分区）

芦川小学校(旧芦川中学校)解体工事

増田上反田水路改修工事

竹居水路改修工事

市道2322号線側溝改修工事

市道3332号線側溝改修工事

市道2259号線側溝改修工事

市道3231号線側溝改修工事

笛吹市道2-56号線側溝改修工事

市道4254号線舗装工事

春日居町地内市道舗装復旧工事

市道5264号線外舗装工事

石和町地内市道舗装維持工事

金川原地内配水管布設工事（1工区）

金川原地内配水管布設工事（2工区）

下水道関連配水管布設替工事（石和3工区）

大野寺地内配水管布設替工事

市部地内配水管布設替工事（国道）

下水道関連配水管布設替工事（石和2工区）

災害対策用トイレ購入

災害備蓄食糧購入

指定避難所用ブルーシート購入

消防新入団員貸与品購入

富士見小学校汚水排水施設布設替え調査・設計業務委託

砂原橋送水管添架工事実施設計業務委託

市道1-34号線舗装工事

市道2-4(旧春日居1-7)号線舗装復旧工事

市道2-27号線舗装工事

市道1-10号線（旧石和7号線）舗装工事

舗装本復旧工事（5工区）

舗装本復旧工事（6工区）

市道1-26号線（旧御坂950号線）舗装工事

八代農産物直売所駐車場整備工事

四日市場地内配水管布設工事

一宮町配水管布設工事第4工区（竹原田）

笛吹市学びの杜みさかエアコン増設工事

石和第五保育所電気設備工事（明許）

御坂中学校柔剣道場屋根塗装改修工事

春日居中学校プール改修工事

いちのみや桃の里スポーツ公園防球ネット設置工事

市道7014号線災害復旧工事

農業用施設緊急補修業務委託(7工区)

¥645,000

¥8,900,000

¥1,580,000

¥1,700,000

¥14,250,000

¥3,200,000

¥4,650,000

¥2,960,000

¥2,790,000

¥1,760,000

¥2,430,000

¥3,712,000

¥4,464,000

¥4,896,000

¥7,300,000

¥4,130,000

¥4,090,000

¥4,950,000

¥11,160,000

¥17,300,000

¥20,270,000

¥19,800,000

¥820,200

¥3,800,000

¥1,442,000

¥19,690

¥1,540,000

¥8,662,000

¥18,600,000

¥1,910,000

¥4,400,000

¥6,336,000

¥6,670,000

¥9,050,000

¥8,400,000

¥3,800,000

¥6,000,000

¥6,400,000

¥2,830,000

¥26,950,000

¥3,205,360

¥6,942,000

¥11,950,000

¥10,700,000

¥14,000,000

※総合評価

※

※

※

日本システムウエア（株）
山梨ＩＴセンター



実施月日 実施場所 実施時間

4月4日（水）

川中島公民館 9:00～10:00

石
　
　
和
　
　
町

八田公民館 10:15～11:00

山岸公民館 11:20～12:00

小林公園 13:30～14:30

JAふえふき石和第三共選所
（中川） 14:50～16:00

実施月日 実施場所 実施時間

4月16日（月）�

4月19日（木）

4月17日（火）

御
　
　
坂
　
　
町

一
　
　
宮
　
　
町

芦
　
川
　
町

11:10～11:40梶原公知宅前

13:10～13:30坂野公民館前出荷場

13:40～14:00道駒公民館

14:10～14:40東部公民館

14:50～15:10八反田公民館

15:20～15:50下黒駒公民館

南コミュニティセンター 9:00～ 9:20

室部公民館 9:30～ 9:50

神有公民館 10:00～10:20

大野寺公民館 10:30～10:50

二階公民館 11:00～11:20

尾山公民館 11:30～12:00

下野原公民館 13:20～14:00

蕎麦塚公民館 14:10～14:30

八千蔵コミュニティーセンター 14:40～15:00

成田コミュニティセンター 9:00～10:30

下成田公民館 10:50～11:30

下井之上集落センター 13:10～14:00

二之宮公民館 14:20～15:20

4月18日（水）�

金川原公民館 9:30～10:20

井之上公民館 10:40～11:30

夏目原公民館 13:00～13:50

栗合公民館 14:10～15:10

4月23日（月）�

田中公民館 9:00～10:15

竹原田公民館 10:30～11:30

甲斐奈神社 13:00～14:30

4月24日（火）

市之蔵果実組合

9:00～ 9:45塩田果実組合

10:00～11:00

JAふえふき一宮第六統合共選所 11:15～12:15

○果実組合 13:30～14:15

末木果実組合 14:45～16:00

JAふえふき一宮第三統合共選所 14:30～16:00

4月26日（木）

上芦川諏訪神社前 9:30～10:00

新井原公民館前 10:15～10:30

ふるさと総合センター前 10:45～11:15

鶯宿公民館前 11:30～12:00

4月5日（木）

日の出出荷所 9:00～10:00

JAふえふき石和第二共選所
（四日市場公民館） 10:20～11:15

広瀬公民館 11:30～12:30

唐柏集落センター 13:45～14:45

窪中島公民館 15:00～16:00

4月6日（金）

JAふえふき富士見東部共選所
（小石和） 9:00～10:15

JAふえふき富士見南部共選所
（井戸） 10:30～11:30

JAふえふき富士見第一共選所
（東高橋） 13:00～14:15

河内公民館 14:30～15:30

4月9日（月）

4月10日（火）

奈良原集落センター 9:00～ 9:30

八
　
　
代
　
　
町

門林コミュニティセンター 9:45～10:10

下の川公民館 10:20～10:45

岡集落センター 11:00～11:45

JAふえふき八代東部共選所 13:15～14:15

14:30～16:00JAふえふき八代北部共選所

米倉集落センター 9:00～ 9:45

JAふえふき御所支所� 10:00～10:45

JAふえふき八代西部共選所 11:00～11:45

新浜集落センター 13:15～13:45

八代支所駐車場 14:00～15:30

4月12日（木）

大黒坂集荷所 9:00～ 9:30

境
　
　
川
　
　
町

御
　
坂
　
町

小黒坂集荷所 9:45～10:15

小山公民館 10:30～11:00

前間田コミュニティセンター 11:15～11:45

石橋農産物加工センター 13:15～14:00

14:15～14:45境川総合会館

15:00～15:30大坪ふれあいプラザ

4月13日（金）

4月16日（月）

大窪公民館 9:00～ 9:30

藤垈チビッコ広場（旧集荷所） 9:45～10:45

原公民館 11:00～11:30

上寺尾公民館 13:00～13:30

中寺尾公民館 13:45～14:15

14:30～15:00間門（新）公民館

新上宿公民館

戸倉公民館

十郎出荷所

林業センター

合　計

登録手数料

注射済票交付手数料

予防注射料金

3 , 4 0 0円

5 5 0円

2 , 8 5 0円

登録済犬

6 , 4 0 0円

3 , 0 0 0円

5 5 0円

2 , 8 5 0円

新規登録犬

　狂犬病予防法により、生後３カ月以上の犬は、毎年１回の予防注射を受けることが義

務づけられています。平成24年度狂犬病予防注射を次ページの日程で実施します。この

日程で都合の付かない方は、5月に予定している予備日をご利用ください。

○犬の登録は生涯１回です。登録済の犬は登録料がかかりません。

○注射場所では混雑が予想されますので、お釣りのないようご協力ください。

○飼い犬が亡くなってまだ届け出をしていない方は、ごみ減量課または支所へ届け出をお願いします。

※登録済の犬の飼い主にはハガキが郵送されますので、必ず最寄りの会場までお持ちください。

　リユース推進を図るため、甲府市なでしこ工房で再生した自転車と遊休品回収で集め

た食器を頒布します。

　日時・頒布品　3月10日（土）

　場所　甲府市環境センター車庫棟南側

■�問合せ先　甲府市環境部　廃棄物対策室　減量課　�☎��055（241）4327

◎料金について（1頭につき）

イ

春
日
居
町

4月27日（金）

桑戸公民館 9:00～10:00

別田チビッコ広場 10:15～11:45

国府公民館前 13:15～14:15

JAふえふき岡部支所岡部共選所 14:30～15:30

■問合せ先��ごみ減量課��環境担当��☎�055（262）4111

9:30～ 9:50

9:00～ 9:20

10:00～10:20

10:30～11:00

（再生自転車　大人用40台・子供用10台）
受　付　午前９時～10時
抽選会　午前10時５分から

（陶磁器製食器　約3,000点）
頒布　午前9時～11時

　犬はもともと群れで生活してきた動物です。家族と離れた場所で生活する

よりは、家族（リーダー）のいる場所で一緒にいる方が安心して生活できます。大型犬も室内で飼う

ことが望ましいですが、室内飼育が難しい場合は、家族の顔が見える場所に犬小屋を置くなどの工夫

をしてあげましょう。



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　１月14日に、一宮町内の小学生親子を対象とした料理教室

を開催しました。

　参加者は、食生活改善推進員一宮支部の皆さんの指導を受

け、野菜を刻んだり、フライパンでクレープを焼いたりと、

真剣に料理に取り組みました。子ども達は、自発的に後片付

けを行い、お母さんを感心させる場面も見受けられました。

　一方、普段は、忙しく家事をこなすお母さんも、今日ばか

りは時折、手を休め、談笑しながらの楽しい食事作りとなり

ました。子ども達が料理をする姿を見守りながら、わが子の

新たな一面を発見できたと思います。

　食と健康について学びながら、親子のコミュニケーション

づくりができました。心と体の成長にかかせない毎日の食事

です。時には、親子で料理するのも良いのではないでしょうか。

　生涯学習課では、市民講座やスコレー大学の他、各地域で

様々な教室を企画していますので、ぜひ、学習の場としてご

活用ください。
メニュー：クレープ、ヨーグルトサラダ、
　　　　　コンソメスープ、トマトライス

　
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
曲

芸
・
万
歳
な
ど
太
神
楽
の
実
演
を
披
露

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
、
申
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
3
月
3
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

・
午
後
2
時
30
分
か
ら

※
各
回
30
分
程
度

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー

○
鏡
味
仙
三
氏
の
紹
介

落
語
協
会
・
太
神
楽
曲
芸
協
会
所
属
、

甲
府
市
出
身
・
や
ま
な
し
大
使

都
内
寄
席
を
中
心
に
、
国
内
外
で
活

動
。
県
内
で
は
信
玄
公
祭
り
・
甲
府

え
び
す
講
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
。

○
鏡
味
仙
花
氏
の
紹
介

東
京
都
出
身
。
鏡
味
仙
三
郎
に
入
門
。

仙
三
郎
社
中
と
し
て
活
動
開
始
。

平
成
22
年
に
仙
三
氏
と
結
婚
。

か
が
み
�

せ
ん
ざ

か
が
み
�

せ
ん
か

　
騎
馬
文
化
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
中
央
ア

ジ
ア
か
ら
南
ロ
シ
ア
に
花
開
い
た
ス
キ

タ
イ
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
紀
元
前
8

世
紀
か
ら
7
世
紀
に
歴
史
の
舞
台
に
現

れ
た
ス
キ
タ
イ
は
、
騎
馬
遊
牧
民
と
し

て
は
も
っ
と
も
古
い
民
族
で
、
そ
の
美

術
工
芸
品
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東

西
を
結
ぶ
壮
大
な
文
化
交
流
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

地
域
の
文
明
に
つ
い
て

も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時

　
3
月
17
日
（
土
）
〜
5
月
7
日
（
月
）

県
立
博
物
館
開
館
時
間
中
（
毎
週
火

曜
日
休
館
。
5
月
1
日
（
火
）
は
開
館

し
ま
す
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
　
県
立
博
物
館

▼
観
覧
料

○
小
・
中
学
生
　
　
2
6
0
円

○
高
校
・
大
学
生
　
5
0
0
円

○
一
般
　
　
　
　
1
0
0
0
円

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

は
ち
じ
ょ
う
さ
ん

　
春
近
い
蜂
城
山
に
登
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時
�
3
月
18
日
（
日
）
午
前
9
時

▼
集
合
場
所
�

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
�

20
名
（
要
申
込
み
）

▼
参
加
費
�

無
料

▼
持
ち
物
　

�
お
弁
当
・
飲
み
物
・
敷
物
な
ど
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
粘
土
で
縄
文
土
器
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
▼
日
時
　
3
月
20
日
（
火
・
祝
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員
　
15
名

　
（
要
申
込
み
・
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円

※
土
器
は
約
20
㎝
の
高
さ
に
仕
上
が

り
ま
す
。

※
1
カ
月
乾
燥
後
、
電
気
窯
で
焼
い

て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
残
る
、
古
の
人

の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。
縄
文
土

器
や
土
偶
な
ど
、
縄
文
人
の
祈
り
や

願
い
が
込
め
ら
れ
た
資
料
の
模
様
に

注
目
し
、
彼
ら
の
思
い
に
、
せ
ま
り

ま
す
。

▼
期
間
　
3
月
28
日
（
水
）
〜

　
5
月
27
日
（
日
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員

（
年
会
費
1
0
0
0
円
）
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入

り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

で
ん
き
が
ま

た
か
は�

し
ゅ
ぎ
ょ
う

　
第
28
回
国
民
文
化
祭
プ
レ
事
業
で
あ

る
N
H
K
学
園
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
笛
吹
市
俳
句
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
奮
っ
て
投
句
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
俳
句
大
会

▼
日
時
　
6
月
8
日
（
金
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
講
演
　
鷹
羽
狩
行
氏
（
「
狩
」
主
宰
、

俳
人
協
会
会
長
）

○
入
選
作
品
の
発
表
と
表
彰

○
選
評
　
今
井
聖
・
大
石
悦
子
・
小
島

健
・
廣
瀬
直
人
・
星
野
椿
・
山
　
千

枝
子

※
会
場
参
加
希
望
者
は
、
は
が
き
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。
（
会
場
参
加
無
料
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
投
稿
要
領

○
自
由
題
2
句
、
題
詠
1
句

○
題
詠
　
「
山
」

○
題
詠
は
「
山
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
題
詠
の
み
の
投
句
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
自
由
題
2
句
1
6
0
0
円
（
題
詠
参

加
の
場
合
は
2
4
0
0
円
）
、
1
冊

の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

○
締
切
�
4
月
10
日
（
火
）
消
印
有
効

●
当
日
句
募
集
「
笛
吹
の
夏
を
詠
む
」

※
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
南
館

3
階
）
に
投
句
に
関
す
る
詳
し
い
資

料
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
N
H
K
学
園
・
笛
吹
市

▼
共
催
　
N
H
K
甲
府
放
送
局

■
宛
先
・
問
合
せ
先

〒
1
8
6
―
8
0
0
1

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
―
3
6

N
H
K
学
園
内
「
笛
吹
市
俳
句
大
会
」

事
務
局

　
☎
0
4
2
（
5
7
2
）
3
1
5
1

　
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
書
道
・
ペ
ン

習
字
な
ど
2
0
0
以
上
の
講
座
を
一
般

の
方
々
に
提
供
す
る
生
涯
学
習
通
信
講

座
の
他
、
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
な

ど
様
々
な
コ
ー
ス

を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
N
H
K
学
園
広
報

　
☎
0
4
2
（
5
7
2
）
3
1
5
1



施設利用者の質問に笑顔で答える

中村部屋の美登桜さん＝市内福祉施設

お楽しみ抽選会 足湯に浸かる来場者

大会後、笑顔で記念撮影に臨む選手＝山梨市民体育館

シルバー体操指導員による体操の実演

　
「
第
61
回�

”
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
“
山
梨
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
浅
川
中
学

校
3
年
の
橘
田
怜
佳
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
荻
野
市
長
に
受
賞
報

告
を
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
小
・
中
学
生
が
犯
罪
・

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や

犯
罪
・
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直

り
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
橘
田
さ
ん
は
「
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
自
分
と
社
会
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ

か
い
で
も
犯
罪
の
な
い
社
会
に
つ

な
が
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
2
月
3
日
、
中
村
部
屋
、
春
日

山
部
屋
の
力
士
5
名
が
市
を
訪
れ
、

市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
7
カ
所
を

回
り
無
病
息
災
を
願
い
、
豆
ま
き

を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
力
士
は
節
分
祭
が
開
か

れ
た
浅
間
神
社
を
訪
れ
、
境
内
に

詰
め
掛
け
た
参
拝
客
に
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
の
掛
け
声
と
共
に
力
強

く
豆
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
28
日
「
み
ん
な
で
す
る
じ

ゃ
ん
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
」
が
、

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文

化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
課
の
健
康
増
進
計

画
中
間
報
告
や
愛
育
班
の
寸
劇
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導

員
の
体
操
な
ど
が
あ
り
、
日
頃
の

活
動
の
様
子
が
い
き
い
き
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
参
加
者
は
、
山
田
雅
人
さ

ん
の
講
演
会
「
み
ん
な
で
す
る
じ

ゃ
ん
健
康
づ
く
り
〜
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
の
心
と
ド
ラ
マ
〜
」
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
1
月
29
日
、
石
和
温
泉
観
光
協

会
で
は
、
昭
和
36
年
1
月
に
高
熱

温
泉
が
湧
出
し
た
事
と
、
1
（
い
）

3
（
さ
）
0
（
わ
）
に
ち
な
み
、
1
月

30
日
を
「
い
さ
わ
温
泉
の
日
」
と

定
め
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
芸
妓
衆
に
よ
る

三
味
線
の
演
奏
、
鳥
も
つ
煮
や
富

士
宮
や
き
そ
ば
ブ
ー
ス
の
出
店
等
、

た
く
さ
ん
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

タイヤを使ったボール拾いを
教える京谷さん（左）

　
1
月
28
日
、
御
坂
体
育
館
に
お

い
て
、
元
J
リ
ー
ガ
ー
で
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
京
谷
和
幸
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
・
ド
リ
ー
ム
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト�

in�

笛
吹
」
と
題
し
た
体

験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
谷
さ
ん
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

車
椅
子
生
活
と
な
り
な
が
ら
も
、
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
選
手

団
の
主
将
を
務
め
る
な
ど
数
々
の
世

界
的
な
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
市
内
の
小
・
中
学
生

約
1
0
0
名
は
、
車
椅
子
に
乗
っ

て
シ
ュ
ー
ト
し
た
り
、
京
谷
さ
ん

か
ら
「
夢
を
か
な
え
る
努
力
を
続

け
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作品を掲げる御坂北保育所園児と荻野先生

　
公
立
保
育
所
で
は
一
昨
年
か
ら

年
長
児
を
対
象
に
荻
野
蘭
舟
先
生

（
御
坂
町
大
野
寺
在
住
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
の
指
導
の
も
と
、
書
道

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
書
道
に
触
れ
る
こ
と
が
初
め
て

の
子
ど
も
た
ち
が
多
い
中
、
半
紙

を
前
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
、
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
一
人
ひ
と
り
が
「
好
き
な
言
葉
」

を
テ
ー
マ
に
す
え
て
、
最
後
の
教

室
で
は
作
品
を
仕
上
げ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
　

「特定健康診査」「メタボリックシンドローム」など、
健康に関するアンケート調査結果を発表

　
1
月
21
日
、
学
び
の
杜
み
さ
か

に
お
い
て
市
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
国
保
を
学
ぶ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
の
寸
劇
や
、
健
康
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
を
発
表

す
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
を
共
有
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
国
民
健
康
保
険
課
か

ら
は
、
生
活
習
慣
病
と
医
療
費
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
が
併
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
月
15
日
、
21
日
、
29
日
に
開
催

さ
れ
た
第
43
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
山
梨
県
予
選
会
（
兼

U
T
Y
旗
ミ
ニ
バ
ス
交
歓
大
会
）
に

お
い
て
、
八
代
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
男
子
）
が

５
大
会
ぶ
り
６
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
男
女
合
わ
せ

て
1
1
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
強

豪
ひ
し
め
く
中
、
八
代
は
、
全
国

出
場
（
3
月
28
〜
30
日
開
催
）
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

●
試
合
結
果
（
ブ
ロ
ッ
ク
戦
除
く
）

　
準
々
決
勝
　
八
代
107
―
14
コ
モ
ア

　
準
　

決
　

勝
　
八
代
54
―
34
田
富

　
決
　
　
勝
　
八
代
75
―
25
櫛
形

みとざくら

力強く豆をまく力士＝浅間神社

き
ょ
う
や

い
　
す

ら
ん
し
ゅ
う



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

3
月
3
日（
土
）・
10
日（
土
）・
17
日（
土
）・

24
日（
土
）・
31
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

3
月
1
日（
木
）・
15
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

3
月
8
日（
木
）・
22
日（
木
）・
29
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
3
月
3
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

3
月
13
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

3
月
16
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
長
谷
川
義
史
氏
と
大
友
剛
氏
に
よ
る

「
は
せ
ぼ
ん
＆
た
け
ぼ
ん
　
絵
本
と

音
楽
マ
ジ
カ
ル
L
I
V
E
」

3
月
4
日（
日
）午
後
1
時
30
分
開
演

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

3
月
7
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

3
月
11
日（
日
）・
25
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

3
月
9
日（
金
）・
23
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

3
月
10
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

�
3
月
21
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
3
月
18
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
3
月
10
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

3
月
7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
�

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

3
月
3
日（
土
）・
17
日（
土
）・
24
日（
土
）・

31
日（
土
）午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

3
月
3
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

3
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

3
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
3
月
17
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
3
月
24
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�
雨
宮
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

26
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

7
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

20
日（
火
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

20
日（
火
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

4
日（
日
）・
11
日（
日
）・
18
日（
日
）・

20
日（
火
）・
25
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

5
日（
月
）・
12
日（
月
）・
19
日（
月
）・

21
日（
水
）・
26
日（
月
）・
30
日（
金
）

　笛吹市在住の歴史小説家�藤原緋沙子氏をお招

きして講演会を開催します。

　代表作の『藍染袴お匙帖』はドラマ化されま

した。江戸を舞台とした作品を多く手がける藤

原氏に執筆活動の裏側、笛吹市での生活を語っ

ていただきます。

　日時　3月18日（日）

　午後１時３０分から

　場所　春日居あぐり情報

　　　　ステーション

　定員　150名（参加無料）

　主催　春日居町文化協会

ひ　さ　こ

　おはなし会と、時代劇コスプレで、おひなまつりを楽しもう。
　日　時　3月25日（日）午前10時30分から
　場　所　スコレーセンター
※当日ブックリサイクルも開催します。（午前９時～午後３時）
　数に限りがございますので、お早めにお越しください。

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。

　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな天体望遠鏡できれいな星空を眺めてみませんか。参加

ご希望の方は事前に申込みが必要です。

　日　時　3月13日（火）午後７時～8時30分

※悪天候の場合は中止になります。

　場　所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭　

　定　員　30名(大人限定)

　参加費　無料

■申込・問合せ先　御坂図書館　☎055（263）0363

※3月1日(木)より受付開始。定員になり次第締め切りますので、お申込みはお早めに。

★印…キャンパスネットやまなし登録講座

　絵本作家長谷川義史氏とピアニカ王子こと大友剛氏のコラボでおくる絵本ライブです。
　日　時　3月4日（日）　開場　午後1時から　　開演　午後1時30分から
　場　所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
　入場料　無料（定員300名）　ただし、事前の申込みが必要です。
　協　賛　いちのみや桃の里ふれあい文化館
■申込・問合せ先　各市立図書館、又は、いちのみや桃の里ふれあい文化館

あいぞめばかま さじちょう



▼笛吹高校２年生40名が石和温泉駅ロー
タリーの花壇にパンジーの苗を植付ける

との情報を得て、取材させていただきました。毎年、5月初旬
から中旬にかけて、ロータリーや駅構内にバラが咲きほこ
ります。これはボランティアグループの笛吹ローズクラブ
が管理しているおかげによります。加えて、３年前から同校
では、そのバラが咲かないこの時期にも、ロータリーを彩り
たいとして始めたと聞きました。様々なボランティアの手に
よって、まちづくりがなされているのだと再認識しました。（K）

■問合せ先　笛吹市観光物産連盟　　☎�055（261）2829
　　　　　　石和温泉旅館協同組合　☎�055（262）3626

　日本一の桃の郷・笛吹市の春、一面に広がる桃源郷を空から眺めて思い

出作りをしませんか。

　日時　4月1日（日）～12日（木）

　　　　受付　午前5時50分から

　　　　搭乗　午前6時～9時

　場所　市役所本庁舎前河川敷特設会場（河川敷に駐車場があります）

　料金　大　人（中学生以上）　　　　　　2,000円

　　　　小学生（保護者の同乗が必要です）1,500円

　　　　未就学児（保護者の同乗が必要です）　無料

　その他　天候・河川の状況により中止することがあります。搭乗予約はありません、受付順の搭

　　　　　乗になります。係留方式による搭乗で1回の搭乗時間は5分くらいです。
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